
政
治
参
加
と
投
票
行
動

二
つ
の
国
政
選
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・
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て
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、
問
題
の
所
在

二
）
二
つ
の
国
政
選
挙
の
意
義

　
一
九
八
九
年
七
月
の
第
一
五
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
以
後
参
院
選
と
略
記
）

と
一
九
九
〇
年
二
月
の
第
三
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
以
後
衆
院
選
と
略
記
）
は
、

従
来
と
は
違
っ
た
緊
張
を
は
ら
み
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
た
選

挙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
；
胃
で
い
え
ば
、
国
の
内
外
に
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
九

〇
年
代
の
新
し
い
内
外
の
政
治
的
環
境
に
対
す
る
国
民
の
重
大
な
意
思
表
明
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
九
千
万
人
の
有
権
老
が
、
九
〇
年
代
の
目
本
の
進
路
、

政
治
の
在
り
方
を
方
向
づ
げ
る
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
に
伝
え
ら
れ
る
通
り
、
世
界
は
今
、
歴
史
的
な
。
転
換
期
の
さ
な

か
に
あ
る
。
東
欧
に
始
ま
っ
た
自
由
化
、
民
主
化
の
波
動
は
、
東
西
関
係
の
枠
組
の

劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
東
西
冷
戦
構
造
が
融
解
し
始
め
た
反
面
、
世
界
の
構

造
は
か
え
っ
て
不
安
定
に
な
っ
て
お
り
、
先
行
き
の
見
通
し
は
極
め
て
不
透
明
と
な

っ
て
い
る
、
こ
う
し
た
情
勢
を
迎
え
て
、
我
が
国
も
よ
り
安
定
し
た
新
た
な
国
際
秩

序
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
責
任
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
我
が
国
自
身
を
め

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
一
人
文
・
杜
会
科
学
一

ぐ
る
国
際
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
我
が
国
は
、
対
外
的
に
は
深
刻
な
経
済

摩
擦
に
直
面
し
て
お
り
、
今
世
界
で
は
、
目
本
は
国
際
経
済
秩
序
の
破
壌
者
と
い
う

声
が
上
が
り
始
め
て
い
る
。
米
国
内
で
は
、
過
去
の
ソ
違
脅
威
論
に
代
わ
っ
て
、
日

本
脅
威
論
が
台
頭
し
つ
つ
あ
り
、
ま
た
西
欧
で
も
、
目
本
は
敵
対
国
と
の
発
言
す
ら

出
始
め
て
い
る
。
早
急
に
機
敏
か
つ
強
力
な
対
応
策
を
と
ら
な
く
て
は
、
我
が
国
が

国
際
的
に
孤
立
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
九
〇
年
代

の
我
が
国
の
進
路
を
考
え
る
場
合
に
は
、
当
然
、
こ
う
し
た
目
本
を
取
り
巻
く
国
際

情
勢
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
国
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
我
が
国
は
、
膨
大
な
貿
易
黒
字
と
対
外
廣
権
を

有
す
る
経
済
大
国
と
し
て
繁
栄
を
謁
歌
し
な
が
ら
も
、
国
民
の
間
に
資
産
格
差
の
拡

大
が
進
み
、
中
流
意
識
の
か
げ
り
と
将
来
の
高
齢
化
杜
会
へ
の
不
安
が
し
の
び
よ
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
目
米
経
済
摩
擦
、
消
費
税
の
存
廃
、
コ
メ
の
市
場
開

放
、
土
地
・
住
宅
対
策
、
高
齢
化
杜
会
と
国
民
負
担
な
ど
早
急
に
国
民
の
コ
ソ
セ
ソ

サ
ス
を
築
き
上
げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
難
問
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、

従
来
の
目
本
政
治
の
手
法
で
は
解
決
し
難
い
因
難
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
う
し
た
内
外
に
山
積
す
る
政
治
課
題
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
シ
ス
テ
ム
や

第
二
十
四
巻
－
第
一
号
三
一
頁
㌔
五
四
頁
　
平
成
二
年
七
月
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

政
策
を
再
検
討
し
、
改
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

自
民
党
長
期
政
権
の
下
で
形
成
さ
れ
て
き
た
目
本
の
自
由
と
民
主
主
義
の
在
り
方
が

間
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
二
つ
の
選
挙
は
、
戦

後
目
本
政
治
に
と
っ
て
転
機
を
な
す
時
期
に
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
保
革
逆
転

に
よ
る
政
権
交
代
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
し
て
、
二
つ
の
選
挙
は
、
従
来
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
。
過
去
何
十
年
か
、
日
本
の
国
政
選
挙
が
海
外
で
大
き

な
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
自
民
党
長
期
政
権
の
も
と
に
あ
っ
て
、
選
挙
が
目

本
の
進
路
を
急
変
さ
せ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
内
で
こ
そ
深
刻
に
語

ら
れ
る
与
野
党
勢
力
の
消
長
も
、
大
勢
に
影
響
が
な
け
れ
ば
、
諸
外
国
に
と
っ
て
は

「
コ
ッ
プ
の
中
の
あ
ら
し
」
に
す
ぎ
な
い
。
ま
し
て
や
、
自
民
党
の
派
閥
の
主
導
権

争
い
な
ど
は
、
普
通
の
外
国
人
に
と
っ
て
は
さ
し
た
る
関
心
を
呼
び
起
こ
す
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
大
国
と
な
っ
た
目
本
は
、
激
動
す
る
世
界
の
舞
台

で
そ
の
経
済
的
地
位
に
見
合
う
「
政
治
的
役
割
」
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
東
西
冷
戦

構
造
の
中
で
終
始
、
西
側
の
盟
主
で
あ
る
米
国
を
通
し
て
し
か
世
界
情
勢
を
見
て
こ

な
か
っ
た
我
が
国
は
、
自
ら
の
政
治
シ
ス
テ
ム
が
世
界
の
激
動
に
対
応
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
、
気
が
付
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
我
が
国
の
選
挙
制
度
と
視
点

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
も
っ
た
選
挙
に
お
い
て
、
国
民
は
ど
の
よ
う
な
判
断
を
示
し

た
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
と
衆
議
院
議
員
の
そ

れ
と
は
大
き
く
制
度
が
異
な
る
。
前
者
は
、
全
国
を
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て
「
比
例

代
表
制
」
を
採
用
し
た
「
比
例
区
」
と
各
都
道
府
県
を
単
位
と
し
た
定
数
一
∫
四
名

の
「
選
挙
区
」
と
か
ら
な
る
。
「
選
挙
区
」
選
挙
の
場
合
、
定
数
一
の
選
挙
区
が
四

七
都
道
府
県
の
う
ち
二
六
を
数
え
、
こ
れ
ら
の
選
挙
区
は
実
質
的
に
「
小
選
挙
区
制
」

と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
後
者
は
、
各
選
挙
区
の
定
数
が
三
人
か
ら
五
人
ま
で
の
複

数
と
な
っ
て
お
り
（
例
外
と
し
て
、
定
数
六
の
北
海
道
一
区
、
定
数
二
の
新
潟
四
区
、

石
川
二
区
、
兵
庫
五
区
一
鹿
児
島
三
区
、
定
数
一
の
奄
美
群
島
区
が
あ
る
）
、
「
中
選

挙
区
制
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
選
出
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
権
者
の
異
な
っ
た
投
票
行
動
を
も
た

ら
す
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
党
か
人
物
か
と
い
う
従
来
か
ら
論
議
さ
れ
て
き

た
投
票
行
動
の
基
準
に
即
し
て
い
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
参
議

院
の
「
比
例
区
」
で
は
、
有
権
者
は
政
党
名
を
投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
か
ら
、

投
票
は
政
党
に
対
す
る
支
持
を
表
す
も
の
と
な
り
、
選
挙
に
お
い
て
は
激
し
い
政
党

間
競
争
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
、
「
中
選
挙
区
制
」
の
定
数
が
二
か

ら
六
ま
で
の
衆
院
選
で
は
、
絶
対
多
数
を
め
ざ
す
政
党
は
各
選
挙
区
で
複
数
の
候
補

者
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
同
一
政
党
か
ら
立
侯
補
し
た
複
数
の
候
補

者
は
、
互
い
に
競
争
相
手
と
な
る
た
め
、
政
党
名
だ
け
を
た
よ
り
に
す
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
む
し
ろ
侯
補
者
個
人
を
売
り
込
む
選
挙
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
選
挙
運
動
を
政
党
の
組
織
に
乗
っ
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
候
補
老
の
個

人
後
援
会
を
母
体
に
し
た
運
動
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
「
中
選
挙
区
制
」
の
も
と
で

は
、
政
党
間
競
争
よ
り
も
、
同
一
政
党
の
複
数
候
補
者
問
の
競
争
す
な
わ
ち
党
内
競

争
が
激
し
く
な
り
、
政
党
支
持
の
選
挙
と
い
う
よ
り
、
侯
補
者
（
人
物
）
志
向
の
投

票
行
動
を
も
た
ら
す
選
挙
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
参
院
選
の
「
選
挙
区
」
の
場
合
は
、
定
数
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な
る
。
一
人
区
で

は
、
政
党
は
定
数
以
上
の
公
認
候
補
や
推
薦
候
補
者
を
立
て
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い

た
め
、
当
然
小
選
挙
区
制
の
選
挙
に
な
り
、
政
党
中
心
の
選
挙
に
な
る
こ
と
が
多
い

（
例
外
的
に
、
政
党
の
公
認
が
得
ら
れ
ず
無
所
属
で
の
有
力
な
立
候
補
者
が
で
る
こ
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と
も
あ
り
、
こ
の
場
合
侯
補
者
志
向
の
選
挙
と
な
り
が
ち
で
あ
る
）
。
二
人
区
で
は
、

中
選
挙
区
制
に
近
く
な
る
が
、
三
∫
四
区
で
は
、
当
選
者
に
完
全
な
多
党
化
現
象
が

現
れ
て
お
り
、
政
党
問
競
争
の
色
彩
が
強
く
政
党
支
持
の
投
票
行
動
が
な
さ
れ
て
い

る
。　

こ
の
よ
う
な
政
党
支
持
か
候
補
者
（
人
物
）
志
向
か
と
い
っ
た
投
票
行
動
と
は
別

に
、
政
策
や
争
点
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
政
策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
が
あ
る
。
今
目
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
の
政
策
争
点
に
も
と
づ
く
投
票
行
動
が
多
く
な
る
条
件
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
政
策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
も
投
票
の
場
に
お
い
て
は
、
政
党
や
候
補
者

の
選
択
に
な
る
。
多
く
の
場
合
、
政
策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
は
、
侯
補
者
（
人
物
）

よ
り
も
政
党
の
選
択
と
結
び
つ
く
。
今
回
の
二
つ
の
国
政
選
挙
は
、
い
く
つ
か
の
重

要
な
争
点
が
存
在
し
、
非
常
に
争
点
が
明
確
に
な
っ
た
選
挙
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
が
、
増
え
る
可
能
性
を
提
供
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
は
、
選
挙
結
果
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
た

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
に
お
い
て
は
、
棄
権
の
意
味
も
変
わ
っ
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
政
策
争
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
支
持
し
て
き
た
政
党

や
侯
補
者
に
投
票
す
る
こ
と
を
拒
否
し
な
が
ら
も
、
他
の
政
党
や
候
補
者
に
乗
り
換

え
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
々
は
棄
権
に
ま
わ
る
こ
と
、
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
有
権
者
は
、
選
挙
に
関
す
る
情
報
の
多
く
を
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
か
ら

え
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
選
挙
の
予
測
は
、
投
票
結
果
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
選
挙
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
我
々
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
今
回
の
二
つ
の
国
政
選
挙
を
全

国
と
島
根
県
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
意
義
や
間
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

二
、
参
院
選
の
考
察

（
一
）
全
国
の
状
況

　
国
民
の
耳
目
が
集
中
し
た
参
院
選
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
事
柄
が
語
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
、
先
の
目
的
か
ら
こ
こ
で
の
議
論
に
必
要
と
考
え
ら
れ

る
範
囲
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
選
挙
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
今
回
の
参
院

選
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
選
挙
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
非
常

に
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
の
投
票
率
（
選
挙
区
）
こ
そ
、
衆
参
同
日
選
挙
で

あ
っ
た
前
回
（
六
一
年
）
の
七
一
・
三
四
％
に
及
ば
ず
、
前
々
回
（
五
八
年
）
の
五

七
・
○
○
％
を
上
回
る
六
四
・
八
二
％
を
記
録
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
事
前

の
各
種
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
資
料
ー
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
有
権
者
は
い
ず
れ
も
選

挙
に
高
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
約
九
割
の
人
が
「
投
票
に
行
く
」
と
回
答
し
て
い

（
2
）

る
。　

こ
の
よ
う
な
高
い
関
心
を
生
み
出
し
た
原
因
は
、
争
点
が
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
に

あ
る
。
「
消
費
税
」
、
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
、
「
農
業
政
策
」
（
以
後
「
農
政
」
と
略
記
）

と
俗
に
い
う
「
三
点
セ
ッ
ト
」
が
三
大
争
点
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
資
料
2
に
示
し

た
よ
う
に
、
「
参
院
選
候
補
者
ア
ソ
ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
「
今
度
の
参
院
選
で
、
あ

な
た
は
有
権
者
に
何
を
強
く
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

回
答
者
の
八
九
％
が
「
消
費
税
」
を
、
つ
い
で
、
八
四
％
が
「
政
治
倫
理
・
政
治
改

革
」
を
、
以
下
三
四
％
が
「
農
産
物
輸
入
自
由
化
」
を
、
そ
し
て
、
三
〇
％
が
「
福

祉
の
向
上
」
を
挙
げ
る
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
回
答
に
は
所
属
政
党
に
よ

る
多
少
の
力
点
の
置
き
方
の
差
異
が
み
ら
れ
る
に
せ
よ
、
候
補
者
達
は
い
ず
れ
も
、

い
わ
ゆ
る
三
点
セ
ッ
ト
が
こ
の
選
挙
の
最
大
の
争
点
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
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資料2 今度の参院選で、あなたは有権者に何を強資料1
く訴えたいと思いますか。（数字は％）

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

政治倫理・政治改革

土地、住宅問題

外交政策

防衛政策

消費税

物価安定

農産物輸入自由化

行財政改革

教育問題

福祉の向上

環境問題

その他

全

体

84

6

3

1
89

2
34

8
12

30

7
17

自

民

95

5

5

1
68

1
23

8
15

40

7
22

杜

会

85

0

6

2

公

明

95

9

5

5

共

産

57

3

3

1
91　100　100

2
46

2

9
28

11

11

5

9

0
14

41

9

5

0
57

1
11

29

4
26

民

杜

96

20

0

0
88

4

4
24

24

20

8

8
毎目新聞1989．7．13

　　　選挙への関心と投票参加

（間）参議院選挙に関心がありますか。

ある

ない

その他・答えない

67

29

4
（朝目新聞1989．7．14）

非常に関心がある

多少関心がある

関心がない

無回答

42

41

17

0

（問）投票に行きますか。

（毎日新聞1989．6．20）

政
治
参
加
と

投
票
行
動

中
川

必ず行く

できれば行きたい

行かない

その他・答えない

73

20

5

2
（朝目新聞同上）

必ず行く

たぶん行く

たぶん行かない

行かない

無回答

60

30

6

3

1
（毎目新聞同上）

資料3 参院選候補者7ンケート結呆

【消　費税】

その他1．9

Kけ　じ　め】．

答えない03

【農産物自由化】

答えないO．6

評価
’する

7．9

　　仕方が
　　　ない16，9
　　　18．7

62．0

注：外側の円は候補者全体　（数字は％）

　　内側の円は自民候補者

読冗新聞19897．7
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も
ち
ろ
ん
、
自
民
党
は
、
自
ら
好
ん
で
三
点
セ
ッ
ト
を
争
点
に
掲
げ
た
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
自
民
党
政
治
の
実
績
や
「
福
祉
の
向
上
」
を
訴
え
、

ま
た
中
国
天
安
門
事
件
を
き
っ
か
け
に
体
制
の
選
択
を
強
く
迫
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
点
セ
ッ
ト
ヘ
の
関
心
が
薄
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
し
か
し
、
自
民
党
政
治
の

実
績
や
体
制
の
選
択
は
争
点
と
し
て
ほ
と
ん
ど
有
効
性
を
も
た
ず
、
争
点
の
決
定
争

い
で
野
党
に
主
導
権
を
握
ら
れ
、
終
始
防
戦
の
ま
ま
で
選
挙
戦
を
し
の
が
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。
そ
の
状
況
は
、
資
料
3
の
「
参
院
戦
候
補
者
ア
ソ
ケ
ー
ト
」
の
結
果
か

ら
、
「
消
費
税
廃
止
」
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
け
じ
め
」
を
主
張
、
攻
勢
を
強
め
る
野

党
に
対
し
、
全
員
が
消
費
税
の
「
見
直
し
」
を
強
調
す
る
一
方
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

の
け
じ
め
に
対
す
る
見
解
が
分
か
れ
る
な
ど
逆
風
を
受
け
て
苦
悩
す
る
自
民
党
、
と

い
う
攻
防
の
図
式
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
が
、
選
挙
の
結
果
以
前
に
、

争
点
の
決
定
争
い
で
野
党
と
り
わ
け
杜
会
党
に
遅
れ
を
と
り
、
防
戦
一
方
の
選
挙
戦

と
な
っ
た
こ
と
こ
そ
、
そ
の
敗
北
を
予
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
政
党
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
争
点
の
決
定
・
提
示
は
、
有
権
者
の
考
え
る
争

点
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
資
料
4
の
「
政
治
意
識
調
査
」
か
ら
、
有
権
者
の
問

題
意
識
の
中
で
は
、
消
費
税
と
政
治
倫
理
・
政
治
改
革
の
二
つ
が
鮮
明
な
争
点
と
し

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
有
権
者
は
、
消
費
税
を
最
大
の
争
点
と

考
え
て
お
り
、
あ
た
か
も
「
消
費
税
選
挙
」
の
様
相
を
帯
び
て
い
た
。
消
費
税
は
、

国
民
の
間
に
共
通
の
政
治
回
線
を
引
い
た
と
さ
れ
、
特
に
女
性
と
政
治
の
接
点
を
作

り
出
し
た
。
選
挙
の
投
票
率
で
は
、
現
在
ほ
と
ん
ど
の
選
挙
で
女
性
が
男
性
を
上
回

っ
て
い
る
が
、
政
治
参
加
と
く
に
選
挙
へ
の
立
侯
補
老
数
で
は
男
性
と
は
大
き
な
差

が
あ
っ
た
。
女
性
の
候
補
老
数
が
増
え
、
女
性
が
政
治
に
対
し
て
積
極
的
な
発
言
を

行
っ
た
の
が
、
こ
の
選
挙
の
特
徴
と
い
え
る
。
男
女
両
性
間
で
性
差
に
よ
り
関
心
を

持
つ
政
策
領
域
に
違
い
の
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
女
性
は
「
家
計
を

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

資料4 今度の参院選で、あなたが一番関
心のある問題は何ですか。
　　　　　　　　　　（数字は％）

65消費税の見直し

政治改革

リクルート事件のけじめ

農産物自由化など農政

保守政治の評価

その他・答えない

14

ρ
O
　
　
　
ρ
0

F
o
　
　
　
4

朝日新聞1989． 7．14

預
か
る
主
婦
の
立
場
か
ら
、
賃
金
と
い
っ
た
所
得
面
よ
り
、
物
価
と
い
っ
た
支
出
面

に
、
母
親
の
立
場
か
ら
は
安
全
性
や
環
境
の
問
題
、
戦
争
の
不
安
に
、
よ
り
鋭
敏
に

　
　
　
（
3
）

反
応
す
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
に
お
い
て
、
女
性
の
政
治
的
関
心
が
著

し
く
高
ま
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
と
り
わ
け
消
費
税
と
い
う
支
出
面
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
争
点
が
存
在
し
た
と
い
う
の
が
第
一
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
で
国
民
の
政
治
不
信
を
招
い
た
政
治
の
「
金
権
体
質
」

を
、
有
権
者
が
一
票
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
正
す
か
も
選
挙
の
重
要
な
争
点
と
な

っ
た
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
と
ス
キ
ャ
ソ
ダ
ル
が
明
る
み
に
出
る

た
び
に
、
「
政
治
改
革
」
が
叫
ば
れ
る
。
し
か
し
、
政
治
の
現
実
は
い
っ
こ
う
に
改

ま
ら
ず
、
む
し
ろ
政
治
腐
敗
は
よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
リ

ク
ル
ー
ト
事
件
は
、
一
部
の
野
党
政
治
家
を
も
巻
き
込
ん
で
自
民
党
の
有
力
議
員
全

体
に
及
ん
で
お
り
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
関
与
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
自
民
党
の
実
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勢もて　たは薦協地挙答は　率れラ　権べあ動もだ力
を同不　地そま青殻にえ持さとたリの力きるかがげ者
薄然利の方ので年変異てたらし新　よ担状　し関でで
めでなよで状飛組動変いなにて聞マう当況とて係はあ
　　あもうの況び織がをるか　はの！な者にを来しなる
野っのに自を出を生与rっ　　世　状のあ白たてい
党たで選民示し中じえ農た占九論若況側り目政い　と
の　　挙党したτ心たた政にセ五調年のに　の　る　の
政そとの支てピ）にのjLせツ五査層下は国下官　の証
策のり争持い保’で宕すよト年にので国民に　と事明
翌碧け蒙ゑ妻呈弩毛奪農㍑差臭消今震書算竈賃隻
着翁消奪ぞ着享簑ち自草嚢舌蕃と轟霧暴隼畠皇象政至
接に費た／結えやr民農者　同宇れ導論信さ位に治い
近つ税　低果て自自党産の消以野」入にはれ　な家っ

自決しと　あ料補の　のるが　支表　いがい床治まそ民姿たっ　っ5推農て選とり　持さサ　　うでをでれ

政
治
参
加
と

投
票
行
動

中
川

ま
れ

て
㌧、

た

㌧、

わ
ゆ
る

二

画
＝

撰

L
の
前
に

「
勝
て
る

気
が

し
な
㌧、

L
と
㌧、

う

立
場
に

追
㌧、

込

説
を
お
こ

な
う

と

を

差
し

控
え

ざ
る

を

え

な
㌧、

と
㌧、

う

状
況
で
は

ま

さ
に

　　卜守的党
暴　十　勢な　の
胃　ワ　に包政
にソ立括策
よ　の　た政面
っ宇さ党で
て野れ志の
’首て向野
い相いの党
っのる現へ
そ女」れの
う性とと接
皿スをも近
場キ示いは
をヤしえ
亜ンてる長
くダいが＿期
し　ル　る　」6一
た　お　◎　’）党

◎よさ野優
現びら党位
職閣にのの
の僚　　攻中
首や自勢で
相議民には
が員党対　ぐ
選のは　し　く
挙相　　　て　ま
で次　　　自　れ

街　ぐ点民た
頭失セ党本
演言　ツが能

資料5　参院選に対する農業団体の主な「反自民」の動き

青森　農協四違が核燃料サイクル施設建設阻止農業者実行
　　　委の侯補を支持表明

岩手　農協青年組織協議会は比例代表区不支持決定。北上
　　　市農協青年部はあらゆる選挙（市長、市議選を除く）
　　　で不支持を検討中

秋田　農協青年部協議会は自主投票を決定

山形　農協青年組織協議会は比例区は自民不支持。農協婦
　　　人組織協議会も農民代表擁立を決定

宮域　農協政治違盟は参院選挙区で独自候補擁立を、農協
　　　青年連盟は比例区で不支持を決定

栃木　農協青年部連盟は比例区、選挙区とも自民不支持を
　　　決定

新潟　農協青年連盟が不支持決定、新津市農協は参院選だ
　　　けでなくその後の国政選挙でも不支持

長野　長野市の篠ノ井農協青年部は不支持を決

愛媛　南伊予果樹同志会は選挙区自民候補の推薦見送り決
　　　定。周桑農協青壮年連盟も自民侯補不支持決定

九州地区農協青年組織協議会　比例区不支持決定

福岡　農協青年部が比例区で不支持を決定

大分　九重町農協青年部が杜会党侯補と政策協定を結んで
　　　推薦

宮崎　農協青年協議会が比例区で不支持決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎日新聞1989．5
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1
1
6
7
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0
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5
7
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0
4
5
8
2
8
2
0
3
7
3
6
0
1
9
8
9
8
7
4
9
4
3
2
8
8
9
1
6
4
3
2
　
　
　
　
　
　
参
院
新
潟
補
選
で
は
杜
会
党
マ
ド
ソ
ナ
候
補
に
大

　
　
　
掴
答
3
・
5
・
2
・
2
・
4
・
1
・
3
・
3
・
2
・
2
・
4
・
4
・
3
・
5
・
6
・
5
・
3
・
3
・
3
・
4
・
2
・
λ
4
・
5
・
5
・
3
・
6
・
4
・
4
・
4
・
5
・
2
・
L
4
・
L
2
・
3
・
5
・
5
・
5
・
2
・
3
・
3
・
5
・
3
・
2
・
6
・
4
・
1
9

　
　
　
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
・
　
　
　
　
敗
。
そ
し
て
、
総
仕
上
げ
は
、
参
院
選
公
示
直
前

　
　
　
繁
…
釧
雛
鍔
銚
糊
鋤
糊
鎚
m
…
撚
銚
銚
雛
絆
銚
蝪
烈
緋
銚
㎜
銚
綜
絹
銚
阻
　
　
の
東
京
都
議
選
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
杜
会
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
　
　
初
他
顯
鯖
繍
簑
誠
属
阯
雛
鐵
籔
融
繍
讐
、
鯖
讐
嵩
綱
　
　
が
議
席
を
三
倍
増
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、
自
民
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
は
二
十
議
席
減
と
「
惨
敗
」
の
結
果
と
な
っ
た
。

榊
服
連
賑
睡
。
嵩
一
。
。
繕
。
簿
繕
擾
萬
繕
、
㍑
。
雛
毎
　
こ
の
簡
新
聞
の
見
出
し
に
「
自
民
批
判
の
根

徽
耽
㍑
㌶
鐵
㍑
鵠
㌶
粁
㍑
㌶
㏄
錆
綿
篶
艀
㌶
㍑
篶
糾
ほ
補
い
鐵
㌶
㍑
㍑
　
　
　
強
さ
実
聾
「
政
治
不
信
消
え
ず
ト
「
野
牢
参

鱒
鴛
繕
簑
薫
鐵
響
鵠
㎝
鐵
”
鎌
篶
讐
饗
洲
罵
”
讐
嵩
雛
　
　
院
選
へ
弾
み
ト
、
変
動
を
予
感
さ
せ
る
参
院
選
ト

支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
参
院
逆
転
に
弾
み
」
、
「
『
政
治
変
え
た
い
』
民

党
明
3
1
9
7
2
6
5
4
2
0
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4
9
8
9
6
9
3
1
2
4
7
5
0
9
6
0
1
4
4
8
7
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1
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政
　
　
公
4
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3
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2
・
2
．
2
・
2
・
2
・
3
・
4
・
3
・
4
・
4
・
7
・
4
・
2
・
1
．
2
・
1
・
4
・
4
・
6
．
4
・
6
．
3
・
3
．
4
．
7
，
8
・
2
・
6
・
5
・
3
・
3
・
4
・
5
・
4
・
3
・
2
・
4
．
6
・
3
・
4
・
5
・
2
．
3
一
1
．
4
．
4
　
　
　
　
　
　
意
く
っ
き
り
」
と
、
ま
さ
に
参
院
選
の
結
果
を
予

易

牌
桧
繍
鐵
雛
熱
斜
数
㎜
舳
魏
熱
鐵
熱
…
繍
魏
㎜
ω
鎌
繕
銚
　
　
示
す
る
活
字
が
踊
つ
た
の
で
あ
る
一
朝
目
、
貧

道
　
　
民
4
6
6
6
2
8
5
1
7
9
4
2
4
4
0
0
0
2
0
0
9
4
5
8
5
0
8
6
3
2
8
6
0
6
2
3
7
5
9
0
3
5
3
7
0
9
7
5
　
　
　
　
　
　
読
売
各
紙
）
。

都
自
狐
狐
狙
狐
狐
肌
糺
肌
汎
払
肌
肌
臥
肌
肌
汎
仏
仙
肌
肌
汰
肌
肌
北
泌
糺
岨
肌
狐
狐
汎
仏
肌
凪
肌
肌
糺
泌
肌
払
鮒
肌
狐
狐
凪
汎
帆
狐

6
海
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄
国

料
　
　
　
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
島
根
選
挙
区
の
状
況

資
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
全
国
の
傾
向
は
、
我
々

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
世
論
調
査
の
結
果
に
も
表
れ
て
お
り
、
各
新
聞
は
い
ず
れ
　
　
　
　
が
最
も
関
心
を
持
つ
島
根
選
挙
区
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

も
「
杜
会
党
の
支
持
率
が
、
自
民
党
の
そ
れ
を
上
回
る
」
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
ま
　
　
　
　
か
。
ま
ず
、
選
挙
に
関
し
て
島
根
県
の
特
徴
を
挙
げ
て
お
け
ば
、
周
知
の
よ
う
に
、

た
、
獲
得
議
席
に
つ
い
て
も
、
「
自
民
党
の
過
半
数
割
れ
確
実
」
が
非
常
に
高
い
確
　
　
　
　
選
挙
に
お
げ
る
投
票
率
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
保
守
の
支
持
率
が
高
い
こ
と
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

率
で
予
測
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
八
九
年
初
頭
か
ら
、
自
民
党
は
注
目
さ
　
　
　
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
票
率
に
っ
い
て
は
、
各
種
選
挙
に
お
い
て
長
年
全
国
一
の

れ
た
各
種
選
挙
に
お
い
て
苦
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
状
況
　
　
　
　
成
績
を
お
さ
め
て
お
り
、
今
回
の
参
院
選
に
お
い
て
も
、
全
国
一
の
投
票
率
を
記
録

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
は
、
一
月
の
北
九
州
市
議
選
に
お
い
て
　
　
　
　
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
守
の
支
持
率
の
高
さ
を
自
民
党
を
例
に
し
て
み
る
な
ら
ば
、

三
議
席
を
失
い
、
二
月
参
院
福
岡
補
選
で
は
杜
会
党
公
認
侯
補
に
敗
退
。
三
月
宮
域
　
　
　
　
前
回
参
院
選
（
八
六
年
）
の
比
例
区
県
別
得
票
率
で
、
一
位
の
富
山
県
（
三
七
・
六

県
知
事
選
で
は
候
補
を
立
て
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
不
戦
負
、
千
葉
県
知
事
選
で
三
選
　
　
　
　
％
一
、
二
位
の
佐
賀
県
（
三
六
・
八
％
）
に
つ
い
で
、
三
位
（
二
ニ
ハ
・
三
％
）
と
な

を
め
さ
し
た
現
職
自
公
民
推
薦
戻
補
が
無
名
の
共
産
党
推
薦
候
補
に
大
苦
戦
。
六
月
　
　
　
　
っ
て
い
る
。
今
回
選
挙
前
の
都
道
府
県
別
政
党
支
持
率
調
査
で
も
、
資
料
6
に
お
け

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）
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政
治
参
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と
投
票
行
動
（
中
川
一

る
よ
う
に
、
自
民
党
支
持
率
が
一
位
な
い
し
二
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
島
根
選
挙
区
で
も
、
争
点
は
先
の
三
点
セ
ッ
ト
十
ワ
ソ
と
い
う
全
国
的
な
問
題
と

変
わ
ら
な
い
。
こ
の
争
点
の
明
確
さ
に
加
え
て
、
「
消
費
税
導
入
の
主
役
で
、
リ
ク

ル
ー
ト
事
件
で
も
な
に
か
と
話
題
に
な
っ
た
竹
下
元
首
相
の
お
膝
元
、
自
民
党
公
認

侯
補
決
定
に
伴
う
保
守
陣
営
の
分
裂
な
ど
『
島
根
の
事
情
』
」
も
あ
り
、
有
権
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

関
心
は
、
前
二
回
の
選
挙
に
比
べ
て
非
常
に
高
ま
っ
た
。
女
性
「
中
で
も
、
台
所
を

預
か
る
主
婦
は
八
二
・
二
％
の
高
い
数
字
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
女
性
、
特
に
主
婦

の
関
心
の
高
さ
が
今
選
挙
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
」
「
女
性
、
特
に

主
婦
の
関
心
の
高
さ
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
消
費
税
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。

島
根
県
で
も
、
「
候
補
の
選
択
は
『
政
策
で
』
と
い
う
有
権
老
が
五
〇
％
を
占
め
、

次
い
で
『
人
』
『
政
党
』
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
政
策
重
視
の
選

朋
等
舳
一
州
〃
3
引
。
・
。
。
、
、
・
。
〃
κ
㎜

参
　
　
　
6
0

臓
易
蝋
κ
〃
｝
κ
・
。
ω
㍑
〃
ぷ
㎜

昨
齢
篶
饒
舳
ぷ
〃
∴
一
・
㍑
〃
ぷ
｝
繍

榊
年
六
㍗
一
∵
。
一
一
一
一
一
一
、
叢

功
　
鴛
㎜
㌫
、
㈹
“
5
引
引
、
、
、
胤
山
山

㍑
姉
女
㎜
㍗
㎝
㌫
6
の
一
、
。
。
、
。
、
㍑
κ

（
率
男
男
1
・
8
　
5
・
1
　
“
1
－
∬
2
－
㍑
6
－
　
3
－
　
㎝
3
－
”
3
－
㏄
6
－
”
7
－

党
持
　
　
　
　
6
帆
1
4
・
　
仏
　
　
3
．
　
2
・
　
0
・
　
　
0
　
　
0
．
1
皿
　
　
4
．

政
支
　
　
体
㎝
7
－
“
5
－
M
7
－
以
5
－
3
－
　
　
　
い
1
－
　
7
）
2
・
8
　
M
2
－

持
の
　
　
貼
5
㈹
1
3
．
　
3
・
　
仏
　
、
　
0
・
　
0
　
0
・
1
岨
　
肌

支
選　

　
　
　
　
　
民
会
明
杜
産
ク
連
他
党
し
い
答

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
　
　
　
　
　
　
　
政
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ら
回

料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
　
　
　
　
　
　
持
　
　
か

資
自
杜
公
民
共
新
杜
そ
支
な
わ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
）

挙
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
」
。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
争
点
志
向
の
投
票
意

向
が
顕
著
で
あ
る
。

　
政
党
支
持
率
で
は
、
先
の
「
比
例
区
」
に
よ
る
都
道
府
県
別
政
党
支
持
率
調
査
（
資

料
6
）
と
は
別
に
、
「
選
挙
区
」
を
念
頭
に
置
い
た
調
査
は
、
資
料
7
の
よ
う
な
数

字
を
示
し
て
い
る
◎
自
民
党
は
、
依
然
と
し
て
過
半
数
を
越
え
る
支
持
を
得
て
い
る

も
の
の
、
前
回
よ
り
○
・
五
ポ
イ
ソ
ト
下
が
っ
て
い
る
。
野
党
で
は
、
杜
会
党
が
大

き
く
ア
ッ
プ
し
て
い
る
の
に
対
し
、
民
杜
党
・
公
明
党
は
徴
減
、
共
産
党
は
大
幅
ダ

ウ
ソ
と
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
の
大
き
な
落
ち
込
み
は
見
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
杜
会

党
の
み
が
女
性
や
各
年
令
層
に
ま
ん
べ
ん
な
く
支
持
率
を
伸
ば
し
て
お
り
、
全
国
的

な
傾
向
に
合
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
島
根
選
挙
区
一
改
選
数
一
）
は
、
成
相
善
十
（
保
守
系
無
所
属
・
桜
内
派
）
、
岩

本
久
人
（
無
所
属
・
杜
会
党
・
杜
民
連
推
薦
）
、
細
田
重
雄
（
自
民
党
公
認
・
細
田

派
）
、
上
代
よ
し
お
（
共
産
党
公
認
）
の
四
候
補
で
争
わ
れ
た
。
先
の
争
点
に
対
す

る
各
候
補
の
訴
え
か
た
を
『
選
挙
公
報
』
に
拠
っ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
明
確
な
違
い
が
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
成
相
候
補
は
、
現
職
で
あ
り
な
が
ら
自
民

党
の
公
認
を
引
き
降
ろ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
離
党
し
、
政
治
改
革
に
関
し
て
「
侯
補
者

選
挙
の
手
順
、
手
続
き
を
無
視
し
、
一
方
的
に
私
を
非
公
認
」
と
し
た
「
自
民
党
の

派
閥
力
学
」
お
よ
び
そ
の
「
派
閥
力
学
と
与
野
党
の
裏
取
引
で
あ
る
国
会
対
策
で
動

い
て
い
た
『
永
田
町
政
治
』
」
の
打
破
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
消
費

税
は
凍
結
し
、
廃
止
を
含
む
徹
底
見
直
し
」
、
「
無
定
見
、
無
原
則
な
『
農
産
物
自
由

化
』
に
反
対
、
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
の
原
因
と
な
っ
た
「
政
治
体
質
の
改
善
」
を

主
張
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
岩
本
侯
補
は
、
「
消
費
税
廃
止
」
、
「
農
産
物
輸
入

自
由
化
反
対
」
、
「
政
治
倫
理
の
確
立
」
と
い
わ
ゆ
る
三
点
セ
ッ
ト
を
フ
ル
に
生
か
し

た
訴
え
を
展
開
し
て
い
る
。
細
田
侯
補
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
体
制
選
択
」
に
主
眼
を
置
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い
て
い
る
。
消
費
税
の
見
直
し
を
掲
げ
て
い
る
も
の
の
公
認
獲
得
に
竹
下
元
首
相
の

力
が
大
き
か
っ
た
た
め
か
、
形
式
的
な
も
の
に
終
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
新
人
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
「
手
の
汚
れ
て
い
な
い
清
新
さ
」
で
政
治
浄
化
・
政
治
改
革
に

情
熱
を
傾
げ
る
決
意
表
明
が
目
に
つ
く
。
最
後
に
、
上
代
候
補
は
、
「
金
権
腐
敗
政

治
を
一
掃
」
、
「
消
費
税
廃
止
」
、
「
コ
メ
の
輸
入
自
由
化
」
反
対
と
、
岩
本
候
補
と
ほ

ぼ
同
じ
争
点
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
中
国
の
暴
挙
を
断
固
糾
弾
し
た
党
」

と
、
天
安
門
事
件
を
例
に
し
た
自
民
党
等
の
共
産
党
批
判
へ
の
防
衛
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
特
色
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
四
侯
補
の
争
点
選
択
お
よ
び
公
約
の
力
点
の
お
き
方
の
違
い
を
検
討

し
て
み
る
と
、
各
政
治
勢
力
の
全
国
的
な
選
挙
戦
の
戦
い
方
と
一
致
し
た
特
徴
が
、

島
根
選
挙
区
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
成
相
候
補
は
、
保
守
系
と
は
い
え
無
所
属
と

い
う
立
場
か
ら
、
自
民
党
の
政
治
姿
勢
を
攻
撃
し
、
自
民
党
政
治
へ
の
保
守
系
批
判

票
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
岩
本
侯
補
は
、
三
点
セ
ッ
ト
を
最
大
限
に

利
用
し
た
杜
会
党
型
の
選
挙
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
両
老
の
戦
い
は
、
完
全
に
攻
勢

に
出
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
細
田
候
補
は
、
三
点
セ
ッ
ト
に
よ

る
逆
風
を
避
け
、
体
制
選
択
論
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
自
民
党
の
選
挙
戦
術

に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
体
制
選
択
論
は
、
共
産
党
に
は

脅
威
と
な
り
え
て
も
、
そ
の
他
の
勢
力
に
対
し
て
は
有
効
に
働
か
ず
、
有
権
者
に
も

争
点
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
逆
に
、
上
代
候
補
は
、
そ
の
体
制
選
択
論

へ
の
防
衛
に
追
わ
れ
て
、
三
点
セ
ッ
ト
を
有
利
に
利
用
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
、

両
侯
補
は
終
始
守
勢
に
回
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
島
根
選
挙
区
で
も
、

争
点
選
択
お
よ
び
公
約
の
力
点
の
お
き
方
に
お
い
て
、
す
で
に
攻
め
と
守
り
と
い
う

優
劣
関
係
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

政
治
参
加
と
投
票
行
動
一
中
川
）

資料8　1989年参院選の当選者等（数字 人、％）

選挙区 比例区 比例区得票率（ ）内前回

自民党 21 15 27．32（38．59）

杜会党 26 20 35．05（17．21）

公明党 4 6 1O．86（12．97）

共産党 1 4 7．04（9．47）

民杜党 1 2 4．85（6．87）

違 合 11
‘ 一 （一　）

諸 派 2 3 14．88（14．89）

無所属 1O 一 一 （一　）

で
の
過
半
数
を
大
き
く
割
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

で
は
、
同
党
推
薦
の
無
所
属
候
補
と
「
連
合
」
侯
補
を
含
め
て
各
地
で
圧
倒
的
な
強

さ
を
み
せ
、
着
実
に
議
席
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
女
性
の
進
出
も
目
立
っ
た
。
「
比

例
区
」
で
も
、
自
民
党
の
得
票
率
二
七
二
二
二
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
、
三
五
・
〇

五
％
を
獲
得
し
、
第
一
党
に
な
っ
た
。
他
方
、
同
じ
野
党
で
も
、
公
明
、
共
産
、
民

杜
の
三
党
は
振
る
わ
ず
、
杜
会
党
の
大
勝
と
際
立
っ
た
違
い
を
み
せ
た
。

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
終
わ
っ
た
原
因
を
、
投
票
直
後
の
世
論
調
査
（
資
料

9
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
選
挙
の
争
点
に

（
三
）
全
国
の
結
果

　
選
挙
の
結
果
は
、
翌
目
の
新
聞
の

見
出
し
に
表
れ
た
よ
う
に
「
自
民
惨

敗
・
杜
会
躍
進
・
与
野
党
逆
転
」
と

な
っ
て
現
れ
た
。
比
例
区
の
政
党
別

得
票
率
お
よ
び
比
例
区
、
選
挙
区
の

各
党
別
獲
得
議
席
数
は
資
料
8
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
自

民
党
は
、
「
選
挙
区
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
て
き
た

一
人
区
で
過
去
に
例
を
み
な
い
大
敗

を
喫
し
、
二
人
区
で
も
独
占
が
崩
れ
、

三
人
区
の
大
阪
で
も
議
席
ゼ
ロ
に
な

る
な
ど
惨
敗
し
た
。
ま
た
、
「
比
例

区
」
で
も
、
大
き
く
票
を
減
ら
し
、

非
改
選
議
席
と
合
わ
せ
て
も
参
議
院

　
　
逆
に
杜
会
党
は
、
「
選
挙
区
」
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資料9　投票直後の世論調査（数字は％）

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

5
7
8
7
3
0
2
1
3
1
3

0
乙
0
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
一

㌔カたし票投
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

党
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

の
党
党
党
党
党
　
　
ク
　
新
他

ど
民
会
明
産
杜
合
歩
院
金
ラ
の

は
自
杜
公
共
民
連
進
二
税
サ
そ

で
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

区
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
u

例比
答

3問め
2
9
3
）
7
1
4
1
5
0

　
　
5
　
3
題
　
3
1
　
　
3

き　
　
　
　
間

て　
　
　
　
性

見　
　
　
　
女

く
　
　
　
　
　
　
　
　
（

重
　
　
　
　
レ

を
　
　
　
夕

何
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
ヤ
　
党
転

ふ
　
件
キ
政
逆

党
）
　
事
ス
る
か

政
打
　
ト
の
い
仲

　
　
策
一
相
て
伯
補

湾
税
政
ル
首
し
党
侯
党
他

補
（
費
業
ク
野
　
持
野
性
会
の

侯
。
消
農
リ
宇
　
支
与
女
杜
そ

た
か
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、

し
た
1
2
3
4
　
5
6
7
8
9

票
し

投
ま
答

－問

問4　投票では、ふだん支持している政党に投票し
　　　ましたか。
　　　答　1、違う政党に　　　　　　　　　44
　　　　　2、支持している政党に　　　　　　52

問5 今回の参院選の結果に、満足していますか。
答　1、満足している
　　2、まあまあ満足している
　　3、満足できない
　　4、その他

30
37
21

12

、
ノ
4
∩
■
ん
1
止
o
o

ナ
ー
5
2
1

だつ○むげ加勢
数の

多
況
答

党
定
状
転
回

野
安
仲
逆
無

与
の
伯
の
．

う
党
党
党
他

思
民
野
野
の

と
自
与
与
そ

ー
v
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
1
2
3
4

ま望
答

6問

5
4
5
4
2
0
0
0
0
1
5
4

4
1
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
乙

㌔カすまいてし持支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
し

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
な

党
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
党

政
　
党
党
党
党
党
　
　
ク
新
他
政
答

の
）
民
会
明
産
杜
合
歩
院
ラ
の
持
回

ど
け
自
杜
公
共
民
連
進
ニ
サ
そ
支
無

、
だ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ん
つ
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
u
1
2

だ
ー

ふ
（
答

2問

毎日新聞1989．7．26

つ
い
て
み
る
と
、
「
投
票
す
る
侯
補
者
、
政
党
を
決
め
た
時
、
何
を
重
く
見
て
決
め

ま
し
た
か
」
と
い
う
問
い
（
問
1
）
に
対
し
て
、
「
消
費
税
」
を
あ
げ
た
人
が
、
過

半
数
の
五
二
％
と
飛
び
抜
け
て
高
く
、
つ
い
で
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
三
三
％
、
「
ふ

だ
ん
支
持
し
て
い
る
政
党
だ
か
ら
」
三
一
％
、
「
与
野
党
伯
伸
か
逆
転
」
を
望
ん
だ

人
が
一
四
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
消
費
税
が
最
大
の
争
点
と
な
り
、

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
と
共
に
、
有
権
者
の
投
票
行
動
に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
同
じ
く
三
点
セ
ッ
ト
の
一
つ
と
さ
れ
た
「
農
政
」
を
挙
げ
た
人
は
九
％
と
少
数

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
地
域
的
な
差
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

東
北
、
四
国
、
九
州
を
中
心
と
し
た
農
村
地
帯
を
か
か
え
る
定
数
一
の
「
選
挙
区
」

選
挙
で
、
自
民
党
が
軒
並
み
議
席
を
失
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
地
域
で

「
農
政
」
が
、
投
票
行
動
に
与
え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
参
院
選
で
は
、
有
権
者
の
政
策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
が
政
党
支
持
と

結
び
つ
い
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
三
点
セ
ッ
ト
の
争
点
に
お
い
て
、
自
民
党
は
支
持
を

大
き
く
減
ら
し
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
争
点
と
し
て
の
三
点
セ
ッ
ト
は
、
十
分
な
議
論
が
行
わ
れ
た
と
は
言
い
難

い
。
と
り
わ
け
、
農
林
業
者
の
重
大
な
関
心
を
集
め
た
「
農
政
」
は
、
選
挙
戦
に
お

い
て
は
、
主
と
し
て
農
産
物
輸
入
の
自
由
化
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
が
、
農
民
票
の

獲
得
を
目
指
し
て
“
い
ず
れ
の
政
党
も
自
由
化
反
対
・
阻
止
を
掲
げ
た
た
め
、
こ
の

間
題
で
は
政
党
間
に
際
立
っ
た
主
張
の
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
農
政
」
は
、

農
林
業
老
は
も
ち
ろ
ん
国
民
に
と
っ
て
、
重
要
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
重
大
な
争

点
と
し
て
掘
り
下
げ
た
論
争
の
対
象
と
な
ら
ず
に
、
先
送
り
さ
れ
る
に
終
わ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
農
政
に
か
ぎ
ら
ず
我
が
国
が
か
か
え
る
外
交
・
福
祉
・
原

発
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
政
策
論
争
が
極
め
て
乏
し
い
ま
ま
、
消
費
税
の

存
廃
や
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
け
じ
め
の
み
が
、
投
票
の
決
定
要
因
と
な
っ
た
こ
と
を
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示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
杜
会
党
が
勝
っ
た
原
因
は
何
か
」
と
い
う
杜
会
党

の
勝
因
に
つ
い
て
の
間
い
で
は
、
六
割
以
上
の
人
が
「
自
民
党
へ
の
不
信
」
と
「
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

費
税
の
廃
止
を
主
張
し
た
か
ら
」
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
杜
会
党
は
、
自
民
党
に

対
す
る
反
発
と
反
消
費
税
の
波
に
乗
っ
て
、
敵
失
を
生
か
し
て
勝
利
を
収
め
た
と
い

う
図
式
に
な
る
。

　
選
挙
の
結
果
を
み
る
と
、
自
杜
両
党
の
得
票
数
に
大
き
な
増
減
関
係
が
認
め
ら
れ

る
。
「
選
挙
区
」
の
場
合
、
ま
ん
べ
ん
な
く
候
補
者
を
出
し
て
い
る
政
党
と
そ
の
ほ

か
の
政
党
と
で
は
、
全
体
の
得
票
数
お
よ
び
得
票
率
に
大
き
な
差
が
出
て
く
る
た
め
、

「
比
例
区
」
の
得
票
率
で
み
る
と
先
の
資
料
8
の
よ
う
に
な
る
。
前
回
選
挙
（
八
六

年
）
と
比
較
し
て
自
杜
両
党
の
得
票
率
に
大
き
な
増
減
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、
一
目

で
分
か
る
。
こ
の
得
票
率
は
、
投
票
直
後
の
世
論
調
査
の
結
果
（
間
3
一
と
ほ
ぼ
同

じ
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
「
ふ
だ
ん
の
支
持
政
党
」
は
問
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
支

持
政
党
が
あ
れ
ば
投
票
も
そ
の
政
党
に
、
と
い
う
の
が
通
常
の
投
票
行
動
の
パ
タ
ー

ソ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
は
「
投
票
で
は
、
ふ
だ
ん
支
持
し
て
い
る
政
党
に
投

票
し
ま
し
た
か
」
（
問
4
）
と
い
う
質
間
に
、
「
支
持
政
党
に
」
と
答
え
た
人
は
、
約

半
分
の
五
二
％
で
あ
り
、
「
違
う
政
党
に
」
と
答
え
た
人
が
四
四
％
に
も
達
し
た
。

こ
れ
を
支
持
政
党
別
に
み
て
み
る
と
、
自
民
党
の
地
滑
り
的
大
敗
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
同
党
支
持
者
の
”
自
民
党
離
れ
”
現
象
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
し
て
、
数
字

に
現
れ
た
限
り
で
は
、
大
半
の
人
が
選
挙
結
果
に
満
足
す
る
（
問
5
）
■
と
と
も
に
、

与
野
党
伯
仲
か
逆
転
を
望
ん
で
お
り
（
問
6
）
、
こ
の
「
自
民
党
離
れ
」
を
吸
収
す

る
受
け
皿
と
な
っ
た
の
は
、
「
土
井
人
気
」
と
保
革
逆
転
期
待
に
よ
っ
て
著
し
く
支

持
率
を
高
め
た
杜
会
党
と
な
っ
て
い
る
。
有
権
者
が
三
点
セ
ッ
ト
十
ワ
ソ
ヘ
の
不
満

を
国
政
に
託
す
シ
ソ
ボ
ル
と
し
て
土
井
委
員
長
は
か
っ
こ
う
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

備
え
て
い
た
。
「
取
引
・
駆
引
き
・
根
回
し
」
の
永
田
町
政
治
と
は
対
極
の
イ
メ
ー

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
が
吸
引
力
の
秘
密
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
選
挙
区
」
で
、
自
民
党
を
離
れ
な
が
ら

　
　
練
蝸
㎜
㎜
閉
　
も
野
党
に
容
易
に
流
れ
込
み
離
い
票
の
受

　
　
標
㎜
㎜
跳
2
・
　
け
皿
と
し
て
、
「
連
合
候
補
一
が
用
意
さ

　
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
こ
と
も
、
自
民
党
大
敗
に
つ
な
が
っ

　
　
挙

　
　
選
　
　
新
　
新
　
前
　
新
　
　
　
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
根
　
　
無
　
自
　
無
　
共

　
　
島

　
　
選

　
　
院
　
　
人
　
雄
　
十
　
雄
　
　
　
　
（
四
）
島
根
選
挙
区
の
結
果

　
　
参
　
　
久
　
重
　
善
　
善

　
　
　
　
　
本
　
田
　
相
　
代
　
　
　
　
投
票
の
開
票
結
果
は
、
資
料
1
0
の
よ
う

　
　
1
0
　
　
岩
　
細
　
成
　
上

　
　
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
杜
会
党
、
杜
民
連
推
薦
の
岩
本
候
補

　
　
資
　
　
当
　
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
自
民
党
公
認
の
細
田
候
補
を
三
万
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
い
大
差
で
破
り
、
初
当
選
を
果
し
た
。

無
所
属
の
成
相
候
補
は
、
自
前
の
組
織
で
善
戦
し
た
が
及
ば
ず
、
上
代
候
補
は
激
戦

の
あ
お
り
を
受
げ
、
は
じ
き
飛
ば
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
選
挙
期
間
中
、

細
田
候
補
は
、
自
民
党
に
対
す
る
「
逆
風
三
点
セ
ッ
ト
」
と
保
守
分
裂
選
挙
の
二
重

苦
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た
。
自
民
党
公
認
と
い
う
「
錦
の
御
旗
」
が
あ
れ
ば
、
厚
い
保

守
地
盤
に
支
え
ら
れ
て
楽
々
当
選
で
き
る
と
い
う
状
況
が
消
え
、
「
細
田
君
は
私
が

選
ん
だ
候
補
で
あ
り
ま
す
。
負
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
竹
下
の
政
治
生
命
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
一

か
け
た
お
願
い
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
元
首
相
の
強
力
な
テ
コ
入
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
落
選
し
た
。
細
田
候
補
は
、
選
挙
後
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
選
挙
参
謀

が
い
っ
て
い
た
が
、
今
回
は
最
後
ま
で
浮
動
票
が
読
め
な
か
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り

浮
動
票
が
反
自
民
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
」
「
終
盤
で
は
、
自
分
で
も
一
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一

選
は
）
ム
ツ
か
し
い
と
思
っ
た
」
。
っ
ま
り
、
「
政
治
に
無
関
心
と
さ
れ
る
”
浮
動
層
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

が
、
今
回
は
む
し
ろ
、
確
実
な
意
志
を
持
っ
て
投
票
し
た
」
こ
と
が
反
自
民
票
と
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

な
っ
て
表
れ
た
と
言
え
る
。
他
方
、
当
選
し
た
岩
本
侯
補
は
全
国
的
な
追
い
風
に
乗

っ
て
逃
げ
切
っ
た
。
得
票
数
を
見
る
か
ぎ
り
、
細
田
・
成
相
両
候
補
の
得
票
数
の
合

計
が
、
岩
本
候
補
の
得
票
数
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、
保
守
の
分
裂
が
な
か
っ
た
ら
、

と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
成
相
が
降
り
て
い
れ
ば
細
田
が
勝
っ
た
、
と
短

絡
的
に
は
言
え
な
い
。
成
相
は
岩
本
に
流
れ
そ
う
な
反
自
民
の
保
守
票
も
集
め
た
し

自
民
票
の
一
部
も
獲
得
し
た
と
思
う
。
保
革
の
一
騎
打
ち
に
な
れ
ば
、
争
点
が
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
は
っ
き
り
し
、
消
費
税
に
対
す
る
反
発
票
が
さ
ら
に
爆
発
し
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
見
方
が
正
鵠
を
得
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
細
田
候
補
も
次
の
よ
う
に
シ

ビ
ア
ー
に
分
析
し
て
い
る
。
「
も
し
成
相
さ
ん
が
出
て
い
な
か
っ
た
ら
杜
会
党
の
方

も
岩
本
ク
ソ
を
出
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
連
合
で
や
っ
て
連
合
の
候
補
を
出
し
て
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

っ
ぱ
り
自
分
は
負
け
て
い
る
’
反
自
民
の
風
は
、
島
根
選
挙
区
で
も
や
は
り
強
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
五
）
参
院
選
の
投
票
率
と
政
党
支
持

　
全
国
の
投
票
率
（
選
挙
区
）
お
よ
び
島
根
選
挙
区
の
投
票
率
は
、
事
前
の
世
論
調

査
が
示
し
た
よ
う
な
選
挙
へ
の
関
心
の
高
さ
の
割
り
に
は
、
伸
び
て
い
な
い
。
今
回

の
全
国
の
投
票
率
六
四
・
八
％
は
、
過
去
の
投
票
率
と
比
べ
る
と
、
や
や
低
い
ほ
う

に
入
る
。
こ
れ
は
投
票
結
果
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
石

川
真
澄
は
、
各
候
補
者
の
得
票
結
果
か
ら
み
て
、
自
民
党
支
持
者
の
か
な
り
の
部
分

が
棄
権
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
彼
は
「
と
く
に
、
従
来
『
保
守

王
国
』
と
呼
ば
れ
て
来
た
非
都
市
的
な
選
挙
区
で
の
投
票
率
低
下
の
割
合
が
、
大
都

市
型
選
挙
区
よ
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
棄
権
の
増
大
が
各

党
各
候
補
者
に
、
も
と
も
と
の
強
さ
に
比
例
し
て
割
り
振
ら
れ
」
た
の
で
は
な
く
、

「
特
定
の
政
党
支
持
者
に
片
寄
る
」
と
い
う
現
象
が
生
じ
、
自
民
党
の
惨
敗
は
、
「
一

方
で
批
判
的
棄
権
票
が
増
え
る
と
と
も
に
、
他
方
で
野
党
に
投
じ
る
積
極
的
批
判
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
7
）

が
増
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
都
市
部
で
は
、

積
極
的
批
判
票
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
投
票
率
の
落
ち
込
み
は
小
さ
い
が
、
非
都
市

的
な
選
挙
区
で
は
、
棄
権
と
い
う
形
で
の
消
極
的
批
判
票
が
投
票
率
を
下
げ
た
の
で

あ
る
。
参
院
選
で
は
、
積
極
的
批
判
票
と
い
う
形
で
あ
れ
、
消
極
的
批
判
票
と
い
う

形
で
あ
れ
、
有
権
者
は
消
費
税
や
自
民
党
の
政
治
倫
理
な
ど
に
対
す
る
政
治
姿
勢
に

「
ノ
ー
」
の
審
判
を
下
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
国
民
生
活
や
国
政
の
根
幹
に
重

大
な
か
か
わ
り
が
あ
る
事
柄
は
、
本
来
は
衆
院
解
散
・
総
選
挙
に
よ
っ
て
国
民
の
信

が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
民
意
を
間
う
べ
き
重
要
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
に
、
国

民
の
選
択
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
政
治
の
混
乱
を
増
幅
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
早
い
機
会
に
衆
院
解
散
・
総
選
挙
に
よ
る
国
民
の
審
判
を
避
け
て

通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
次
は
、
衆
院
総
選
挙
が
政
治
目
程
に
上
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。

三
、
衆
院
選
の
考
察

（
一
）
全
国
の
状
況

　
参
院
選
か
ら
約
七
カ
月
後
に
行
わ
れ
た
衆
院
選
は
、
衆
議
院
と
い
う
国
政
の
中
心

的
機
関
に
あ
っ
て
、
自
民
党
の
過
半
数
維
持
か
与
野
党
逆
転
か
を
最
大
の
焦
点
に
、

政
権
交
代
の
可
能
性
を
問
う
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
正
確
な
統

計
数
字
が
手
元
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
事
前
の
各
種
世
論
調

査
、
新
聞
や
雑
誌
の
総
選
挙
関
係
記
事
、
総
選
挙
を
扱
っ
た
テ
レ
ビ
報
道
の
時
間
数

な
ど
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り
段
違
い
に
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
論
文
の

た
め
に
集
め
た
新
聞
や
雑
誌
の
総
選
挙
関
係
記
事
だ
け
で
も
、
相
当
数
に
の
ぽ
る
。
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そ
れ
ゆ
え
、
選
挙
へ
の
関
心
は
参
院
選
に
も
ま
し
て
高
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
総

選
挙
直
前
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
投
票
に
行
く
」
あ
る
い
は
「
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

つ
も
り
」
と
い
う
人
が
九
〇
％
を
越
え
て
い
る
。

資料11有権者に何を訴えたいか

①消費税間題

②外交　防衛問題

③農産物自由化など農業問題

④土地・住宅問題

⑤目米貿易摩擦間題

⑥地球環境問題

⑦政治倫理の確立

⑧行財政改革

⑨教育・福祉・年金問題

⑪地域の活性化対策

⑪自由主義か杜会主義か体制選択

⑫その他

71％

5％

41％

14％

1％

7％

68％

3％

30％

19％

22％

11％

※3つまでの複数回答

毎目新聞1990．2．4

　
政
策
争
点
に
関
し
て
い
え
ば
、
選
挙
の
争
点
と
し
て
は
、
消
費
税
、
リ
ク
ル
ー
ト

事
件
、
農
政
な
ど
の
参
院
選
の
争
点
を
引
き
継
い
で
い
た
が
、
自
民
党
は
、
東
欧
諸

国
の
情
勢
か
ら
「
体
制
選
択
」
を
総
選
挙
の
最
大
の
争
点
と
し
て
掲
げ
、
与
野
党
逆

転
か
、
勢
力
伯
仲
か
が
焦
点
と
な
っ
た
。
先
の
三
点
セ
ッ
ト
は
、
資
料
u
の
「
衆
院

選
候
補
者
ア
ソ
ケ
ー
ト
」
に
お
け
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
主
要
な
争
点
で
あ
っ
た
。

「
有
権
者
に
何
を
訴
え
た
い
か
」
と
い
う
質
問
に
た
い
し
て
、
「
消
費
税
問
題
」
、
「
政

治
倫
理
の
確
立
」
、
「
農
産
物
自
由
化
な
ど
農
業
間
題
」
が
上
位
に
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
舞
台
装
置
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
主
役
で
あ

る
国
民
の
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
意
識
に
は
、
か
な
り
の
変
化
が
生
ま
れ
て
い
た
。

政
治
参
加
と
投
票
行
動
一
中
川
）

　
ま
ず
、
第
一
の
争
点
で
あ
る
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
が
見
直
し
案
を
作
成

し
、
「
土
井
杜
会
党
委
員
長
が
『
個
別
間
接
税
』
を
提
唱
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

反
論
を
ま
と
め
て
反
撃
す
る
な
ど
、
間
接
税
の
規
模
や
質
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
論
争

　
　
　
（
1
9
）

に
転
じ
る
」
気
配
も
一
都
に
で
て
き
た
。
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
有
権
者
は
依
然
と

し
て
消
費
税
を
最
も
重
視
す
る
政
策
課
題
と
み
て
い
る
が
、
「
見
直
し
派
」
が
「
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

止
派
」
を
上
回
る
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
自
民
党
は
な
お
守

勢
に
あ
る
も
の
の
、
参
院
選
時
と
比
べ
る
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
参
院
選
に
お
い
て
は
、
消
費
税
に
反
対
す
る
消
費
者
と
商
店
街
の
共

闘
が
自
民
党
の
大
敗
を
も
た
ら
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
消
費
税
の
中
に
仕
込
ま
れ
た
ア

メ
の
う
ま
み
が
、
中
小
商
店
主
た
ち
の
問
で
「
反
消
費
税
」
の
熱
気
を
薄
れ
さ
せ
た

と
い
う
。
消
費
税
に
は
、
特
例
と
し
て
「
免
税
点
制
度
」
、
「
簡
易
課
税
制
度
」
、
「
限

界
控
除
制
度
」
な
ど
、
零
細
業
者
向
け
の
優
遇
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度

に
よ
っ
て
、
特
例
措
置
の
適
用
業
者
の
ふ
と
こ
ろ
に
約
四
千
八
百
億
円
が
と
ど
ま
っ

て
し
ま
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ま
み
が
「
ジ
ワ
リ
と
浸
透
」
し
て
商
店
街
の
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

対
の
熱
気
を
薄
め
、
消
費
老
と
の
共
同
戦
線
が
影
を
ひ
そ
め
た
と
の
意
見
も
あ
る
。

　
政
治
倫
理
・
政
治
改
革
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
疑
獄
事
件
が
発
覚
す
る
た
び
に
、

政
治
腐
敗
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
は
繰
り
返
し
現
れ
た
が
、
何
ら
有
効
な
改
革
が
な

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
態
は
む
し
ろ
悪
化
の
方
向
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
え
事
実
を

踏
ま
え
て
、
マ
ス
コ
ミ
や
政
治
学
考
が
し
き
り
に
論
議
し
た
こ
と
は
、
政
治
腐
敗
の

将
来
的
防
止
策
と
し
て
の
政
権
交
代
で
あ
っ
た
。
政
治
腐
敗
は
、
自
民
党
長
期
政
権

の
生
理
現
象
と
し
て
一
定
の
時
間
的
間
隔
を
お
い
て
現
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
対
す

る
国
民
の
ス
ト
ィ
ッ
ク
な
倫
理
・
道
徳
的
批
判
は
、
そ
の
浄
化
に
手
を
貸
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
政
治
腐
敗
の
有
効
か
つ
具
体
的
な
防
止
策
が
打
ち
立
て
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、

よ
り
拡
大
し
た
腐
敗
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
も
、
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する

わからな』

2料資政
権
を
失
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
権
力
の
弛
緩
し
た
意
識
こ
そ
が
、
際
限
な
い
政
治

腐
敗
を
生
み
出
す
の
で
あ
り
、
政
権
交
代
に
よ
っ
て
の
み
正
す
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
政
権
へ
の
政
治
家
の
競
争
と
相
互
監
視
に
腐
敗
防
止
の
保
証
を
求
め
な
け

れ
ば
、
あ
る
い
は
絶
対
に
権
力
を
失
う
心
配
が
な
け
れ
ば
、
政
治
倫
理
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
厳
し
い
法
律
を
作
っ
て
も
、
い
く
ら
で
も
そ
の
適
用
は
骨
抜
き
に
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
政
権
を
失
う
と
い
う
恐
怖
感
を
伴
っ
た
権
力
の
緊
張
関
係
こ
そ
、
権
力

の
際
限
な
い
腐
敗
に
対
す
る
最
良
の
防
止
策
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
保
革
逆
転
の
可

能
性
が
生
ま
れ
た
今
、
政
治
改
革
の
実
質
的
な
保
証
と
し
て
の
政
権
交
代
が
論
じ
ら

　
　
　
　
　
一
2
2
）

れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
は
、
自
民
党
内
で
は
少
数
の
人
物
の
起
訴
に
よ
っ
て

一
件
落
着
と
い
っ
た
空
気
が
支
配
的
と
な
り
、
政
治
改
革
に
た
い
す
る
熱
は
急
速
に

冷
め
て
き
た
感
が
あ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
政
治
家
は
、
選

挙
を
「
み
そ
ぎ
」
あ
る
い
は
「
げ
じ
め
」
の
場
と
し
て
、
当
選
す
れ
ば
「
み
そ
ぎ
が

済
み
、
け
じ
め
が
つ
い
た
こ
と
に
な
る
」
と
論
じ
た
。
有
権
者
の
側
で
も
、
資
料
1
2

の
よ
う
に
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
を
侯
補
者
選
び
の
基
準
に
す
る
と
い
う
人
が
、
消
費
税

同
様
に
減
少
し
て
お
り
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
風
化
の
兆
し
が
、
確
実
に
現
れ
て
き
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
農
政
に
関
し
て
は
、
与
野
党
と
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
「
コ
メ
自
由
化

反
対
」
を
公
約
し
た
。
と
く
に
牛
肉
・
オ
レ
ソ
ジ
の
輸
入
自
由
化
に
端
を
発
し
た
農

政
不
信
で
参
院
選
に
惨
敗
し
た
自
民
党
は
、
昨
年
夏
以
降
、
こ
こ
数
年
引
き
下
げ
を

続
け
て
き
た
コ
メ
、
大
豆
、
ビ
ー
ト
な
ど
農
産
物
の
生
産
者
価
格
の
据
え
置
き
、
コ

メ
減
反
計
画
の
減
反
目
標
面
積
の
拡
大
見
送
り
、
農
山
漁
村
振
興
基
金
の
創
設
と
い

っ
た
具
合
に
、
農
民
に
ア
メ
と
い
う
選
挙
対
策
農
政
を
展
開
し
た
。
そ
の
た
め
か
資

料
1
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
参
院
選
で
自
民
党
に
反
乱
を
お
こ
し
た
農
業
団
体
の
多

資料13 総選挙に対する農業団体の主な動き

青森

岩手

秋田

宮城

山形

福島
茨域

栃木

埼玉

新潟

岡山

愛媛

山口

福岡

佐賀

長崎

宮崎

農民政治遵盟青森県本都は自民党前職2人を含
む4人を推薦

県農協青年組織協議会は自主投票。北上市、東
山町農協青年部は参院選の自良不支持に変更なし

参院選で自主投票の県舜協政治連盟が自民、杜
会の前職7人を推薦
県農協政治連盟は参院選の選挙区で自主投票だ
ったが、今回は自民、杜会、公明の9人を推薦
県農協政治連盟が自民など前職7人を推薦。県
農協青年部は自主投票
県農協青年連盟△津地方委員会が自主投票
県農協青年連盟が初の自主投票
参院選で自民不支持の県農協青年部連盟が「今
回は白紙で臨む」

県農民政治協会が松永通産相の推薦を取り消す
県農協青年連盟は参院選の自民不支持を改め、
自主投票に、自民不支持だった新津市農協は今
回態度表明せず
興除農協は参院選の自民不支持から自主投票に
参院選で自民不支持だった県内最大の周桑農協
は今回自主投票に
県農協農政会議は参院選と同様に自民候補を推薦
県農政連は自民前職7人を推薦
県農政協議会は保守系5人の推薦を決定

県農政連盟が自民前職6人全員を推薦。参院選
比例区で自民不支持の県農協青年組織協議会も
農政連決定に従う

県農協青年組織協議会は参院比例区の自民不支
持から自民前職5人の推薦を決定

　　　　　　　　　　毎日新聞1990．2．5
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く
が
、
地
縁
、
血
縁
の
麦
援
会
組
織
が
も
の
を
い
う
衆
院
選
で
は
、
自
民
党
候
補
を

推
薦
、
支
持
す
る
例
が
目
立
っ
た
。
農
業
団
体
の
動
向
で
見
る
限
り
、
不
満
は
根
強

い
も
の
の
農
村
の
反
乱
は
沈
静
化
に
向
い
、
自
民
回
帰
の
傾
向
が
出
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
参
院
選
時
と
は
、
舞
台
装
置
が
か
な
り
様
変
わ
り
し
た
状
況
が
現
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
先
の
政
策
争
点
は
、
十
分
な
論
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
ゆ
え
に
、
参

院
選
時
同
様
に
問
題
は
先
送
り
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
野

党
の
代
案
は
つ
い
に
ま
と
ま
ら
ず
、
廃
止
一
辺
倒
に
終
わ
っ
た
。
政
治
改
革
に
つ
い

て
も
、
選
挙
前
に
公
職
選
挙
法
の
改
正
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
の
改
革
は
選
挙

で
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
農
政
に
い
た
っ
て
は
、
与
野
党
と

も
口
を
そ
ろ
え
て
「
コ
メ
の
輸
入
自
由
化
阻
止
」
を
掲
げ
た
が
、
そ
れ
が
可
能
な
の

か
、
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
代
償
を
払
う
か
に
は
、
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

　
政
策
争
点
は
明
確
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
政

策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
が
と
ら
れ
ず
、
衆
院
選
の
中
選
挙
区
制
の
特
徴
で
あ
る
候

補
者
（
人
物
）
中
心
の
選
挙
に
流
れ
る
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
資
料
1
4
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
選
挙
直
前
の
数
紙
の
世
論

調
査
で
は
、
自
民
党
は
参
院
選
時
よ
り
も
支
持
率
は
回
復
し
、
前
回
総
選
挙
一
八
六

年
）
時
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
ほ
ぽ
こ
れ
ま
で
の
総
選
挙
な
み
の
支
持
率
を
確
保

し
て
い
る
。
二
月
一
四
・
一
五
日
付
三
大
紙
は
い
ず
れ
も
「
総
選
挙
終
盤
の
情
勢
」

と
し
て
、
「
自
民
、
安
定
多
数
に
迫
る
勢
い
」
（
朝
目
）
、
「
自
民
、
過
半
数
確
保
の
公

算
」
（
毎
目
）
、
「
自
民
、
公
認
で
過
半
数
も
」
（
読
売
）
と
い
う
見
出
し
で
第
一
面
を

飾
っ
て
い
る
。
ま
た
、
杜
会
党
も
参
院
選
時
の
三
〇
％
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
が
、

前
回
総
選
挙
ま
で
続
い
た
二
二
s
一
四
％
の
支
持
率
を
大
き
く
伸
ば
し
、
二
〇
％
前

後
の
支
持
を
得
て
、
同
党
へ
の
追
い
風
が
続
い
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
と
こ

ろ
が
、
公
明
、
共
産
、
民
杜
各
党
は
全
体
に
杜
会
党
の
躍
進
に
押
さ
れ
、
減
少
傾
向

は
止
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
有
権
者
の
政
党
支
持
が
、
自
民
、
杜
会
両
党
に

二
極
分
化
す
る
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
衆
院
解
散
時
の
内
閣
で
あ
る
海
部
内

閣
の
支
持
率
は
、
参
院
選
前
の
宇
野
内
閣
の
二
八
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
三
二
％
へ

　
　
　
　
　
　
（
2
3
一

と
上
昇
し
て
い
る
。
党
首
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
点
で
、
海
部
首
相
は
宇
野
前
首
相
よ
り

は
る
か
に
有
権
者
の
印
象
を
良
く
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
二
）
島
根
全
県
区
の
状
況

　
島
根
全
県
区
は
、
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
傾
向
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
選
挙
へ
の
関
心
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
消
費
税
、
与
野

党
の
勢
力
比
逆
転
成
る
か
、
な
ど
全
国
的
な
争
点
に
加
え
、
保
革
七
候
補
が
入
り
乱

れ
て
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
す
る
島
根
全
県
区
の
事
情
も
あ
り
」
、
有
権
者
の
関
心
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政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

は
、
前
回
衆
参
同
目
選
挙
や
昨
年
の
参
院
選
よ
り
も
高
く
、
「
盛
り
上
が
り
を
見
せ

　
　
一
2
4
一

て
い
る
。

　
島
根
全
県
区
の
立
候
補
考
は
、
細
田
博
之
（
自
民
・
新
）
、
中
林
佳
子
（
共
産
・

元
）
、
石
橋
大
吉
（
杜
会
・
前
一
、
亀
井
久
興
（
保
無
・
新
）
、
竹
下
登
一
自
民
・
前
一
、

吉
原
米
治
一
杜
会
・
前
）
、
桜
内
義
雄
一
自
民
・
前
）
で
あ
っ
た
。
選
挙
の
三
大
争

点
で
あ
る
消
費
税
、
政
治
改
革
、
農
政
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
消
費
税
に
関
し
て
、

多
少
の
ニ
ュ
ア
ソ
ス
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
見
直
し
派
が
細
田
（
凍
結
し
て
見
直

す
）
、
竹
下
（
見
直
し
し
て
存
続
一
、
桜
内
一
見
直
し
）
の
自
民
党
公
認
三
候
補
、
廃

止
派
が
中
林
、
石
橋
、
亀
井
、
吉
原
の
野
党
・
無
所
属
四
侯
補
と
な
っ
て
い
る
。
リ

ク
ル
ー
ト
事
件
へ
の
姿
勢
は
、
「
退
陣
す
る
こ
と
で
責
任
を
取
っ
た
」
と
す
る
竹
下

候
補
に
た
い
し
て
、
中
林
、
吉
原
、
石
橋
の
三
侯
補
と
「
永
田
町
政
治
と
の
決
別
」

を
訴
え
る
亀
井
候
補
は
「
責
任
は
残
っ
た
ま
ま
」
と
い
う
立
場
を
と
る
。
ま
た
細
田

候
補
は
「
選
挙
は
み
そ
ぎ
に
な
ら
な
い
」
と
論
じ
、
桜
内
候
補
も
批
判
的
立
場
を
垣

間
み
せ
た
。
し
か
し
、
農
政
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
の
自
由
化
に
は
七
候
補
と
も
反
対

を
主
張
す
る
が
、
意
見
の
違
い
を
明
確
に
し
た
論
議
の
深
ま
り
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
選
挙
へ
の
関
心
は
、
政
策
争
点
よ
り
む
し
ろ
、
候
補
者
に
集
ま
っ
て
い
た
こ
ど
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
下
侯
補
が
前
回
の
総
理
期
待
に
よ
る
大
量
得
票

の
目
減
り
を
ど
の
程
度
食
い
止
め
る
か
、
ま
た
目
減
り
票
が
ど
こ
に
流
れ
る
か
。
三

十
年
ぶ
り
の
自
民
党
公
認
新
人
で
、
ま
た
世
襲
侯
補
で
あ
る
細
田
候
補
が
世
代
交
代

を
果
す
か
。
同
じ
く
世
代
交
代
を
掲
げ
て
衆
院
再
挑
戦
の
新
人
亀
井
候
補
の
当
選
な

る
か
。
二
新
人
の
挑
戦
を
受
け
る
桜
内
候
補
は
。
杜
会
・
共
産
の
三
侯
補
は
追
い
風

を
生
か
せ
る
か
等
々
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
島
根
全
県
区
に
お
い
て
も
全
国
的
傾

向
と
同
じ
く
、
争
点
が
明
確
で
あ
り
な
が
ら
、
今
一
つ
政
策
争
点
の
深
ま
り
に
欠
げ

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
衆
院
選
の
中
選
挙
区
制
は
、
同
一
政
党
か
ら
複
数
の
侯
補
者
が

立
つ
こ
と
が
多
い
た
め
、
政
党
支
持
あ
る
い
は
政
策
争
点
志
向
の
投
票
行
動
に
つ
な

が
り
に
く
く
、
侯
補
者
中
心
の
選
挙
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
衆
院
選
の
場
合
、
各
候

補
老
の
支
持
率
を
調
査
し
た
資
料
は
、
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
聞
各
紙
の

島
根
全
県
区
に
お
け
る
政
党
支
持
率
の
調
査
結
果
を
み
て
み
よ
う
。
資
料
1
5
の
よ
う

に
、
各
紙
と
も
自
民
党
の
支
持
率
が
五
〇
％
を
越
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

杜
会
党
は
二
〇
％
前
後
、
公
明
・
共
産
・
民
杜
の
各
党
は
一
∫
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

朝
日
新
聞
の
数
字
で
見
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、
衆
参
同
目
選
挙
で
あ
っ
た
前
回
八
六

年
の
数
字
と
比
べ
る
と
、
自
民
党
、
杜
会
党
が
支
持
率
を
伸
ば
し
、
公
明
党
、
共
産

党
は
横
ば
い
、
民
杜
党
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
年
七
月
の
参
院
選
時
の

調
査
と
比
べ
る
と
、
自
民
党
が
支
持
率
を
大
幅
に
伸
ば
し
て
復
調
の
兆
し
を
見
せ
、

杜
会
党
は
や
や
支
持
率
を
下
げ
て
い
る
。
衆
院
選
は
、
政
党
よ
り
も
候
補
老
中
心
の

選
挙
と
な
り
が
ち
な
た
め
、
政
党
支
持
率
が
候
補
老
の
強
弱
を
判
定
す
る
材
料
と
は

な
り
え
な
い
が
、
候
補
者
の
勢
力
を
占
う
一
助
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
島
根
全

県
区
に
お
い
て
は
、
自
民
党
支
持
の
根
強
さ
が
う
か
が
え
、
こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
し

て
、
そ
れ
は
自
民
党
系
の
候
補
者
の
強
さ
と
相
関
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
。

（
三
）
全
国
の
選
挙
結
果

　
選
挙
の
結
果
は
、
資
料
1
6
の
よ
う
に
、
自
民
党
は
、
解
散
時
の
二
九
五
議
席
に
は

届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
公
認
候
補
で
安
定
多
数
（
二
七
一
議
席
）
を
超
え
る
二
七

五
議
席
を
確
保
、
さ
ら
に
無
所
属
の
当
選
老
十
一
人
を
追
加
公
認
し
た
結
果
、
絶
対

安
定
多
数
（
二
八
七
議
席
）
に
迫
る
二
八
六
議
席
に
達
し
た
。
他
方
、
杜
会
党
も
参

院
選
時
の
勢
い
を
維
持
し
、
公
認
侯
補
で
二
三
ハ
議
席
。
ほ
か
に
無
所
属
の
三
人
と
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資料15 衆院選直同1』の政党支持率（島根県》（数字％）

朝　目 毎　日 読売 山陰中央

自 民 党 54 53 57 58．7

杜 会 党 14 19 23 20．8

公 明 党 2 1 2 2．8

共 産 党 2 2 2 2．5

民 杜 党 1 1 1 1．1

その他の政党 1 1．3

支持政党なし 15 20 11 7．1

無 回 答 12 3 5．8

朝目新聞2．17 毎日新聞2．14 読ク1：新聞215 山陰中央新報2．14

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

資料16 衆院の新勢力分野

解散時 新勢力 当選者前元新1在

・

295 286 自 民27522844310
杜

＝
8
3

139 会 136641656：7　　　・

＝
5
5

4
6

公 明 4534011＝1　　　I

2
7

共 産
：

1
6

161024＝2　　　・

杜
＝

26 1
4

民 1483310
杜民連

＝

4 4 4400：O　　　・

進
＝

1 1 歩 110010　　　一
：

O O 諸 派 OOOO：O　　　・

無所属
＝

4 6 214116＝2　　　1
1

3
　　　　　　　■自民・保守系　15　2　112：O　　　　　　　・

・

1
　　　　　　　．野党系6204＝2　　　　　　　■

：

O その他OOOO＝O　　　　　　　・
I　一　・　一　一　・　・　■ ・一一．一一一一・ 一・一…　　一・・一■・一・一・・…　　一一・一・i■…　　一・■一一一・L・■・

欠員17 512 合
・

計51235326133＝12　　　　　1

I

解散時

7
朝日新聞1990． 2．20

国
会
内
統
一
会
派
を
組
み
、
二
二
九
人
の
勢
力
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
明

党
は
敗
退
し
て
四
五
議
席
に
と
ど
ま
り
、
共
産
、
民
杜
両
党
は
、
一
〇
議
席
台
に
落

ち
込
ん
だ
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
新
聞
の
見
出
し
風
に
表
せ
ば
、
「
自
民
絶
対
多

数
域
へ
、
杜
会
大
躍
進
、
公
明
敗
退
、
共
産
・
民
杜
大
敗
」
と
な
る
。
数
字
で
見
る

限
り
、
マ
ス
コ
ミ
が
こ
ぞ
っ
て
予
測
し
た
よ
う
に
、
自
民
党
に
参
院
選
で
離
れ
た
や

わ
ら
か
い
支
持
票
と
浮
動
票
が
戻
り
、
杜
会
党
の
参
院
選
に
続
く
復
活
が
は
っ
き
り

し
た
。
と
り
わ
け
、
「
得
票
数
の
ラ
ソ
キ
ソ
グ
」
を
み
る
と
、
杜
会
党
が
上
位
三
位

を
独
占
、
十
位
以
内
に
七
人
も
入
る
な
ど
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
た
。
ぎ
り
ぎ
り
で

滑
り
込
む
と
い
う
従
来
の
杜
会
党
の
パ
タ
ー
ソ
は
陰
を
ひ
そ
め
、
堂
々
た
る
勝
ち
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
5
一

ぷ
り
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な
投
票

行
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
選
挙
後
の
世
論
調
査
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
投
票
直
後
に
行
わ
れ
た
調
査
の
結
果
（
資
料
1
7
）
を
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資料17投票直後の世論調査（数字は％）

問　何を重くみて投票しましたか（3つまで回答）。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

消費税

リクルート事件

政権の交代

政治の安定

農業政策

普段、支持している政党だから

普段、支持している候補者だから

女性候補だから

自由主義が大切だから

その他・無回答

37

19

17

24

3
3
1
17

2
6

27

問

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（投票した人に）どの政党の候補に投票したか。

自民党

杜会党

公明党

共産党

民杜党

杜民連

進歩党

連合

無所属

無回答

39

27

5
5
3
1
1
1

1
0

8

政
治
参
加
と

投
票
行
動

中
川

問　あなたは、普段どの政党を支持していますか。

　1　自民党　　　　　　　　　　　　　37

　2　杜会党　　　　　　　　　　　　　17

　3　公明党　　　　　　　　　　　　　3

　4　共産党　　　　　　　　　　　　　2

　5　民杜党　　　　　　　　　　　　　　2

　6　杜民連　　　　　　　　　　　　　一

　7　進歩党　　　　　　　　　　　　　一

　8　支持政党はない　　　　　　　　　　32

　9　その他　無回答　　　　　　　　　　　7

間　あなたは、昨夏の参院選・選挙区と投票した候補

　　者の政党を変えましたか。

　1　変えた　　　　　　　　　　　　　22

　2　変えない　　　　　　　　　　　　65

　3　無回答　　　　　　　　　　　　　13

（1と答えた人に）では参院選ではどの政党に投票し

ましたか。

　1　自民党　　　　　　　　　　　　　20

2
3
4
5
6
7
8

杜会党

公明党

共産党

民杜党

杜民連

進歩党

その他・無回答

38

4
3
7
1
2

25

毎日新聞1990．2．21
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み
る
と
、
「
投
票
し
た
侯
補
者
に
決
め
た
理
由
」
と
し
て
は
、
最
も
多
か
っ
た
の
が

「
消
費
税
」
の
三
七
％
。
以
下
、
「
普
段
支
持
す
る
政
党
だ
か
ら
」
三
一
％
、
「
政
治

の
安
定
」
二
四
％
、
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
一
九
％
、
「
普
段
支
持
し
て
い
る
候
補
者

だ
か
ら
」
一
七
％
、
「
政
権
交
代
」
一
七
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
党
派
別
に
投
票

し
た
候
補
者
を
決
め
た
理
由
を
見
る
と
、
自
民
党
候
補
に
投
票
し
た
人
で
は
、
約
半

数
の
四
九
％
が
「
支
持
政
党
だ
か
ら
」
と
回
答
し
、
次
い
で
四
五
％
が
「
政
治
の
安

定
」
を
あ
げ
て
い
る
。
杜
会
党
候
補
へ
の
投
票
者
で
は
、
六
二
％
の
人
が
「
消
費
税
」

を
あ
げ
、
「
支
持
政
党
だ
か
ら
」
と
し
た
人
は
二
三
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も

と
杜
会
党
を
積
極
的
に
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
消
費
税
へ
の
反
対
か
ら
同
党

侯
補
に
投
票
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
杜
会
党
に
投
票
し
た
人
に
は
、
「
政

権
の
交
代
」
や
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
人
が
多
い
の
も
目
に

つ
く
。
特
に
こ
の
二
つ
の
理
由
を
あ
げ
た
人
が
、
逆
に
ど
の
政
党
に
投
票
し
た
か
で

資料18 島根全県区選挙結果

当

当

当

当

当

▽

▽

竹下

桜内

細田

亀井

石橋

吉原

中林

　登

義雄

博之

久興

大吉

米治

佳子

65

77

45

50

58

62

44

自⑥前

自㊥前

自㊧新

無新

杜前

杜前

共　元

108，169（21．4％’）

79，890（15．8％）

77，099（15．3％）

75，252（14．9％）

61，604（12．2％）

60，072（11．9％）

42，583（8．4％）

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

朝日新聞1990． 2．19

は
、
四
割
以
上
の
人
が
杜
会
党
に
投
票
し
た
と
回
答
し
て
お
り
、
自
民
党
の
長
期
政

権
と
政
治
腐
敗
へ
の
反
発
を
杜
会
党
が
受
げ
と
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
票

の
動
き
か
ら
見
る
と
、
自
民
党
は
普
段
の
支
持
者
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
参
院
選
で

離
れ
た
票
を
取
り
戻
し
、
杜
会
党
は
支
持
政
党
な
し
の
浮
動
票
を
獲
得
し
て
票
を
伸

ば
し
た
。
公
明
、
共
産
の
二
党
は
、
普
段
の
支
持
者
か
ら
票
を
得
た
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
民
杜
党
は
普
段
の
支
持
者
の
約
半
数
し
か
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自

杜
両
党
に
票
を
奪
わ
れ
て
埋
没
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
島
根
全
県
区
の
結
果

　
島
根
全
県
区
の
選
挙
結
果
は
、
資
料
1
8
の
よ
う
に
、
自
民
党
の
実
力
者
の
竹
下
、

桜
内
両
候
補
が
、
底
力
を
発
揮
し
て
一
、
二
位
を
占
め
、
新
人
の
細
田
、
亀
井
候
補

が
世
代
交
代
の
期
待
を
集
め
て
当
選
と
な
っ
た
。
一
四
年
ぶ
り
に
保
守
が
四
議
席
回

復
し
た
。
し
か
し
、
杜
会
党
は
石
橋
候
補
が
最
下
位
で
滑
り
込
ん
だ
も
の
の
、
六
選

を
目
指
す
吉
原
侯
補
が
次
点
に
終
わ
り
二
議
席
維
持
に
失
敗
す
る
と
い
う
、
全
国
的

に
躍
進
し
た
同
党
に
と
っ
て
ま
れ
な
選
挙
区
と
な
っ
た
。

　
保
守
の
四
議
席
獲
得
は
、
資
料
1
9
の
得
票
率
推
移
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
過
去
四

回
の
総
選
挙
で
も
、
保
守
候
補
の
問
で
票
の
均
等
配
分
が
で
き
れ
ば
と
い
う
条
件
で
、

可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
保
守
の
場
合
、
各
侯
補
者
が
激
し
く
票
を
奪
い
合
い
、

革
新
の
よ
う
に
地
域
割
り
や
支
持
組
織
割
り
に
よ
っ
て
、
票
を
均
等
に
配
分
す
る
こ

と
は
、
実
際
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
竹
下
候
補
が
二
一
・
四

％
と
ぬ
き
ん
で
て
い
る
が
、
他
の
三
候
補
は
一
五
％
前
後
に
お
さ
ま
っ
て
お
り
、
ほ

ぼ
票
の
均
等
配
分
が
な
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
票
の
動
き
を
み
る
と
、
保
守

の
得
票
合
計
は
、
ほ
ぼ
前
回
並
の
三
十
四
万
票
で
あ
る
の
で
、
多
少
の
出
入
り
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
票
は
お
も
に
保
守
内
で
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
下
候
補
の
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資料19 島根全県一区・主な党派別得酉率推移

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

い他
共

のそ91
民
島
田
共
中
林

他のそ

民 共
中

共
96

無

島 12．2 亀
無

ユ0．6

林
14．9

田
中

井 ㍗
亀

社
林

土
井

共 ll…秦…婁…ll

吉 社
10．1 車

中 林 8．4
共

14．0
林 原 l1嚢1嚢11栂 社

士

中

野
l11妓…婁11 林

社 l1嚢…1…嚢…ll
社
栂 社

屋
111纂1…1…嚢

栂 杜

lllll…1…lll杜
l1嚢1…裏111 l1王隻…ヱl1 士

野 野 吉 石 口

原 橋
原

llll………≡ll
社
吉 自

自 自

ll…嚢1…嚢…ll

社

原 16．8 桜
15．1 細

石

内 13．6 細
自 田

橋
田

12．3細 15．3 自

田
自 自 自 細

18．4 桜 16．1 桜 田

自 22．0 細

16．4 桜 田 内 内
15．8

自

内
桜
内

自 自 自 自

24．9 竹 27．9竹 自

21．6竹 22．9 竹
下 下 21．4竹

下 下 下

今回
61年

　7月
58年’

　12月
55年

　6月
0 昭和54年

　　10月

100 ~{~0.0 

90

80

70

1
6
0

50

40

30

20

10

毎日新聞1990．2．20

目
減
り
票
の
多
く
を
亀
井
候
補
が
吸
収
し
た
と
い
う
の
が
、
大
方
の
見
方
で
あ
ろ
う
。

一
2
6
）

　
　
亀
井
候
補
は
、
「
消
費
税
廃
止
」
、
「
永
田
町
論
理
と
の
決
別
」
な
ど
革
新
顔
負

け
の
訴
え
を
し
て
、
本
来
な
ら
革
新
候
補
に
逃
げ
る
は
ず
の
保
守
批
判
票
の
受
け
皿

と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
島
根
全
県
区
に
お
け
る
政
策
論
議
の
不
在
を
考

え
る
と
、
大
き
な
間
題
が
残
さ
．
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
有
権
者

の
選
択
の
不
毛
性
に
つ
い
て
、
地
元
の
有
力
紙
、
山
陰
中
央
新
報
は
、
杜
説
「
国
民

は
総
選
挙
で
何
を
選
ん
だ
か
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
厳
し
く
論
じ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
「
消
費
税
に
つ
い
て
は
選
挙
中
に
『
大
幅
な
見
直
し
』
の
声
が
ほ
か
な
ら

ぬ
自
民
党
内
か
ら
出
て
い
た
し
、
島
根
県
内
で
は
当
選
し
た
自
民
党
新
人
侯
補
が
凍

結
を
い
い
、
自
民
党
入
り
が
う
わ
さ
さ
れ
る
無
所
属
侯
補
は
反
対
を
訴
え
て
い
た
。

こ
う
し
た
訴
え
で
掘
り
起
こ
さ
れ
た
自
民
党
の
安
定
多
数
議
席
な
の
で
あ
る
。
頭
数

さ
え
そ
ろ
え
ば
既
定
方
針
で
い
く
と
い
う
の
で
は
、
国
民
は
ま
た
し
て
も
だ
ま
さ
れ

　
　
　
　
　
（
2
7
一

た
こ
と
に
な
る
ピ
他
方
、
杜
会
党
の
得
票
合
計
は
、
十
二
万
一
千
票
と
前
回
よ
り

増
え
た
が
、
追
い
風
を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。
労
組
幹
部
を
候
補
に
立
て
、
労
組

の
組
織
票
を
中
心
に
運
動
を
す
る
と
い
う
「
労
組
依
存
」
の
選
挙
が
、
島
根
で
は
い

ま
だ
続
い
て
お
り
、
特
に
自
治
労
依
存
の
杜
会
党
の
体
質
に
対
す
る
反
省
が
、
関
係

者
の
間
か
ら
聞
か
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
島
根
全
県
区
で
は
、
保
守
が
危
機
感

か
ら
支
持
票
を
掘
り
起
こ
し
た
の
に
対
し
て
、
杜
会
党
は
自
民
批
判
票
を
取
り
込
む

こ
と
に
失
敗
し
、
厳
し
い
反
省
材
料
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。四

、
お
　
わ
　
り
　
に

　
二
つ
の
国
政
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
が
、

衆
院
選
の
結
果
は
、
参
院
選
の
そ
れ
が
杜
会
党
の
勝
利
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自
民
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党
の
勝
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
杜
会
党
も
議
席
を
大
幅
に
伸
ば
し
た
が
、

保
革
逆
転
と
政
権
交
代
を
め
ざ
し
た
選
挙
に
お
い
て
、
野
党
が
過
半
数
を
獲
得
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
、
敗
北
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
勝
利
と
敗
北
の
原
因
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
参
院
選
に
つ
い
て
は
す
で
に
本
論
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で

は
そ
れ
と
の
関
連
で
衆
院
選
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
解

釈
を
も
と
に
、
考
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
選
挙
結
果
が
保
革
逆
転
が
な
ら
ず
、
自
民
党
が
安
定
多
数
を
確
保
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
有
権
者
は
「
政
治
の
安
定
」
を
望
ん
で
、
「
不
満
な
が
ら
現
状
肯
定

の
選
択
」
を
し
た
の
だ
と
い
う
見
方
が
出
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
安
定
志
向
と
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
8
）

保
守
主
義
が
、
「
保
守
バ
ネ
」
と
し
て
働
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
有
権
老
は
、
政
権
交
代
よ
り
も
自
民
党
に
安
定
多
数
を
与
え
る
こ
と
を
望
ん
だ
と

し
て
も
、
自
民
党
が
全
面
的
に
信
頼
を
回
復
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
種
世
論
調
査

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
野
党
に
国
民
は
自
民
党
の
行
動
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
期

待
し
て
い
る
。
自
民
党
の
勝
利
と
と
も
に
、
杜
会
党
が
議
席
を
大
幅
に
回
復
し
、
国

会
で
自
公
民
路
線
に
走
り
が
ち
な
公
明
、
民
杜
両
党
が
落
ち
込
ん
だ
の
は
そ
の
た
め

で
あ
ろ
う
。
絶
対
多
数
よ
り
保
革
伯
仲
に
よ
っ
て
、
政
権
党
の
暴
走
を
阻
止
す
る
こ

と
は
も
っ
ぱ
ら
杜
会
党
に
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
参
院
選

に
お
い
て
、
自
民
党
に
反
省
を
求
め
る
意
味
で
、
野
党
に
多
数
を
与
え
、
衆
院
選
で

は
、
野
党
の
政
権
担
当
能
力
に
不
安
を
お
ぼ
え
て
、
自
民
党
に
政
権
を
委
ね
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

は
、
有
権
者
の
巧
み
で
複
雑
な
パ
ラ
ソ
ス
感
覚
に
よ
る
も
の
だ
、
と
す
る
理
解
が
生

ま
れ
て
く
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
衆
院
選
の
結
果
を
こ
の
よ
う
に
楽
天
的
に
解
釈
し
て
し
ま
う
と
、
そ

こ
に
ひ
そ
ん
で
い
る
問
題
点
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
衆
院
選
の
結
果
は
、
「
不

毛
な
選
択
」
で
あ
り
、
「
余
儀
な
く
さ
れ
た
選
択
」
で
あ
っ
た
と
す
る
見
方
も
根
強

政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

い
。
国
の
内
外
に
重
要
な
問
題
が
山
積
す
る
中
で
行
わ
れ
た
選
挙
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
来
、
行
う
べ
き
議
論
や
政
治
的
決
断
を
先
に
延
ば
し
、
避
け
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
コ
メ
論
議
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
政
策
論
争
不
在
の
激
し
い
票
争

い
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
の
奇
妙
な
選
挙
と
な
っ
た
こ
と
は
、
経
済
大
国
日
本
の
国
民

の
政
治
的
成
熟
度
を
諸
外
国
か
ら
疑
わ
れ
か
ね
な
い
。
選
挙
に
お
い
て
は
、
確
か
に

各
党
の
政
策
醤
言
は
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
あ
ま
い
公
約
や
聞
こ
え
の
よ
い
ス

ロ
ー
ガ
ソ
ば
か
り
が
目
に
付
い
た
。
「
迎
合
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
裏
を
見
よ
う
」
（
読
売
）

と
い
っ
た
類
い
の
杜
説
あ
る
い
は
記
事
が
、
数
多
く
出
さ
れ
た
。
厳
し
く
政
策
論
争

が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
成
り
立
ち
え
な
い
よ
う
な
公
約
を
前
に
、
選
択
を
迫
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
一

有
権
者
の
判
断
が
今
回
の
結
果
だ
と
す
る
と
、
「
不
毛
な
選
択
」
と
い
う
見
方
が
説

得
力
を
も
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
は
、
実
り
の
あ
る
政
策
論
争
で
自
民
党
と
渡
り
合
え

な
か
っ
た
野
党
と
り
わ
け
杜
会
党
の
力
不
足
と
責
任
は
大
き
い
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
金
権
政
治
の
一
層
の
深
化
を
憂
う
声
も
多
か
っ
た
。

選
挙
直
前
に
公
職
選
挙
法
の
改
正
が
あ
り
、
厳
し
く
政
治
倫
理
が
間
わ
れ
た
選
挙
で

あ
り
な
が
ら
、
財
界
三
百
億
円
献
金
に
例
を
み
る
よ
う
に
、
空
前
の
金
権
・
企
業
ぐ

る
み
選
挙
と
な
っ
た
こ
と
に
、
新
聞
各
紙
の
批
判
は
厳
し
い
。
自
民
党
の
安
定
多
数

が
、
「
財
界
か
ら
空
前
の
規
模
の
金
集
め
を
行
い
、
企
業
や
業
界
団
体
に
強
烈
な
締

め
付
け
を
行
っ
た
」
結
果
だ
と
す
る
と
、
「
今
回
の
選
挙
の
最
大
の
収
穫
は
、
目
本

の
政
治
業
界
が
古
い
体
質
の
ま
ま
で
、
時
代
の
要
請
か
ら
完
全
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
選
挙
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
制
度
の
欠
陥
が
あ
り
、
そ
れ
が
政
治
業
界

の
安
住
を
助
長
し
て
い
る
こ
と
が
、
国
民
の
前
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
露
呈
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

い
う
点
に
あ
る
」
と
い
う
皮
肉
な
解
釈
が
当
を
え
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
内
外
の
難

題
に
迫
ら
れ
て
い
る
日
本
の
政
治
的
方
向
の
先
は
暗
闇
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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政
治
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加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
今
回
の
二
つ
の
選
挙
は
「
政
策
も
手
法
も
『
内
向
き
』
の

　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
一

選
挙
戦
」
で
あ
っ
た
と
い
う
説
明
も
出
て
く
る
。
国
の
内
外
に
と
り
わ
け
対
外
的
に

重
大
な
問
題
を
抱
え
て
の
選
挙
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
策
争
点
は
国
内
問

題
、
個
々
の
政
治
家
の
地
元
の
問
題
に
限
定
さ
れ
、
従
来
の
政
策
の
確
認
に
終
わ
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
選
挙
の
手
法
も
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ソ
を
提
示
し
て
新
し

い
支
持
者
を
獲
得
す
る
と
い
う
よ
り
、
「
バ
ラ
ま
き
」
、
「
締
め
つ
け
」
に
よ
っ
て
伝

統
的
な
地
盤
を
耕
し
強
化
す
る
こ
と
に
力
点
が
向
け
ら
れ
た
。
参
院
選
で
杜
会
党
が
、

衆
院
選
で
自
民
党
が
勝
っ
た
と
論
じ
て
も
、
勝
ち
負
け
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な
い
。

杜
会
党
は
上
げ
潮
に
あ
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
政
党
と
し
て
の
実
質
的
資
源
は
、

人
材
、
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
、
政
治
資
金
な
ど
で
は
、
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
他
方
、
自
民
党
の
絶
対
多
数
は
、
国
民
の
多
数
の
支
持
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
自
民
党
の
得
票
率
は
長
ら
く
五
〇
％
を
割
っ
て
い
た
が
、

今
回
の
四
六
・
一
四
％
で
の
絶
対
多
数
の
獲
得
も
、
過
半
数
に
届
か
な
い
得
票
率
で

そ
れ
が
可
能
と
な
る
中
選
挙
区
制
に
助
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
民
党
も
ま
た
政

権
党
と
し
て
九
〇
年
代
へ
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ソ
を
提
示
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
勝
ち
負
け
の
定
か
で
な
い
二
連
戦
で
、
紛
れ
も
な
く
敗
者
で
あ
っ
た
の
は
、
有

権
者
、
国
民
で
あ
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る
。
九
〇
年
代
の
目
本
の
進
路
、
政
治
の
在

り
方
へ
の
国
民
の
意
志
表
明
が
求
め
ら
れ
た
選
挙
に
お
い
て
、
「
政
策
の
選
択
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

え
ら
れ
な
い
有
権
者
」
こ
そ
、
敗
者
だ
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
世
界
の
目
が
集
ま
っ
た
選
挙
に
お
い
て
、
そ
の
情
報
の
発
信
源
で
あ
る

外
国
の
特
派
員
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
見
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
見
解
に

触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
「
米
国
と
の
関
係
で
、
貿
易
間
題
、
防
衛
予
算
と
か

に
興
味
を
持
っ
て
見
て
い
る
が
、
あ
ま
り
今
ま
で
の
政
治
家
は
話
し
て
く
れ
て
い
な

い
。
…
－
目
本
の
選
挙
や
政
治
で
…
－
二
番
大
変
な
と
こ
ろ
は
お
金
で
し
ょ
う
」
（
米

国
特
派
員
）
。
「
多
く
の
人
は
自
民
党
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
対
抗
す
る
野
党

の
方
か
ら
建
設
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
魅
力
的
な
『
陰
の
内
閣
』
、
連
合
政
権
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
魅
力
が
な
い
。
－
…
⊥
番
書
き
た
い
の
は
、
目

本
の
財
界
の
九
〇
年
代
の
政
治
に
つ
い
て
の
要
求
だ
。
三
百
億
円
出
し
て
ど
う
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
よ
う
止
し
て
い
る
の
か
」
（
西
ド
イ
ツ
特
派
員
）
。
「
目
本
は

議
会
政
治
百
年
を
迎
え
る
の
に
選
挙
の
手
法
は
”
途
上
国
型
”
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

地
盤
、
か
ば
ん
、
看
板
と
い
う
”
三
バ
ソ
”
が
生
き
て
い
る
し
、
国
会
は
派
閥
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

で
金
権
体
質
。
世
襲
議
員
も
山
ほ
ど
い
る
し
…
…
」
（
韓
国
特
派
員
）
。
こ
れ
ら
の
意

見
に
ど
の
よ
う
な
回
答
を
出
す
か
が
、
日
本
の
政
治
に
そ
し
て
有
権
者
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

214365
注

三
宅
一
郎
『
投
票
行
動
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
九
年
　
二
二
二
頁
。

こ
の
ほ
か
、
目
経
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
一
八
）
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
参
院

選
の
投
票
に
は
行
き
ま
す
か
。
」
と
い
う
間
い
に
た
い
し
て
、
「
行
く
」
七
七
・
五
％
、

「
行
く
つ
も
り
」
二
丁
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
約
九
〇
％
の
人
が
投
票
に
行
く
と
い

う
意
向
を
示
し
て
い
る
。

三
宅
　
前
掲
書
　
九
四
頁
。

朝
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
六
・
二
二
一
の
調
査
で
は
、
宇
野
内
閣
に
対
し
て
、
「
支
持

二
八
％
」
、
「
不
支
持
四
四
％
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
毎
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
六

・
一
五
）
に
よ
れ
ば
、
「
支
持
二
二
％
」
、
「
不
支
持
四
〇
％
」
と
い
う
結
果
が
で
て
い

る
。

毎
目
新
聞
（
一
九
八
九
⊥
ハ
・
一
〇
）
。

毎
日
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
二
〇
）
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（
7
）
政
党
支
持
率
に
つ
い
て
は
、
朝
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
一
四
）
の
調
査
で
は
、
「
好

　
　
き
な
政
党
」
は
「
自
民
党
支
持
二
八
％
」
、
「
杜
会
党
支
持
二
一
％
」
で
あ
る
が
（
参
院

　
　
選
「
比
例
区
」
で
ど
の
政
党
に
投
票
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
「
自
民
党
二
〇
％
」
、
「
杜

　
　
会
党
二
九
％
」
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
支
持
率
は
逆
転
し
て
い
る
。
目
経
新
聞

　
　
　
（
一
九
八
九
・
七
・
一
八
）
の
調
査
で
は
、
「
自
民
党
支
持
二
五
・
八
％
」
、
「
杜
会
党

　
　
支
持
二
七
・
八
％
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
）
朝
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
二
一
）
、
毎
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
一
九
）
、
目
経

　
　
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
一
八
）
。

（
9
）
山
陰
中
央
新
報
（
一
九
八
九
・
七
・
二
〇
）
「
参
院
選
　
本
杜
世
論
調
査
分
析
」
。

（
1
0
）
山
陰
中
央
新
報
（
一
九
八
九
・
七
・
一
七
）
「
記
者
座
談
会
　
参
院
選
前
半
戦
を
振
り

　
　
返
る
」
。

（
u
）
毎
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
二
六
）
、

（
1
2
）
朝
目
新
聞
（
一
九
八
九
・
七
・
二
四
）
。

ハ
ー
3
）
山
陰
ゲ
ソ
ダ
イ
　
一
九
八
九
年
一
〇
月
号
　
一
六
∫
一
七
頁
。

（
1
4
）
山
陰
中
央
新
報
一
一
九
八
九
・
七
・
二
五
一
「
記
者
座
談
会
　
参
院
選
を
振
り
返
っ
て
」
。

（
1
5
）
山
陰
中
央
新
報
（
一
九
八
九
・
七
・
二
五
）
同
上
。

（
1
6
）
山
陰
ゲ
ソ
ダ
イ
　
一
九
八
九
年
十
一
月
号
　
一
七
頁
。

（
1
7
）
朝
日
新
聞
二
九
八
九
・
七
・
二
五
）
。

（
1
8
）
読
売
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
・
一
六
）
の
調
査
で
は
、
投
票
に
「
必
ず
行
く
七
九
・
七

　
　
％
」
「
な
る
べ
く
行
く
つ
も
り
一
四
・
八
％
」
、
投
票
に
行
く
と
い
う
人
が
合
計
九
四
・

　
　
五
％
と
い
う
高
率
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
経
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
・
九
）
の
調

　
　
査
で
も
、
「
行
く
八
二
・
四
％
」
「
行
く
つ
も
り
一
〇
・
四
％
」
で
、
合
計
九
二
・
八
％

　
　
と
な
っ
て
い
る
◎

（
1
9
）
毎
目
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
・
八
）
。

　
　
　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

30　29 28　27 26　25

毎
日
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
・
二
）
お
よ
び
目
経
新
聞
一
一
九
九
〇
・
一
・
二
六
）
の

「
本
杜
世
論
調
査
」
。

朝
日
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
・
一
二
）
。
ま
た
、
こ
う
し
た
消
費
税
優
遇
策
の
「
ア
メ
」

に
よ
る
支
持
獲
得
を
「
新
『
不
労
所
得
』
自
民
の
支
え
」
と
論
じ
て
い
る
。
同
紙
（
一

九
九
〇
・
二
・
二
〇
）
。

杉
原
泰
雄
「
政
権
交
代
の
ル
ー
ル
化
こ
そ
構
造
的
汚
職
を
抜
け
出
す
道
」
『
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
』
　
一
九
八
九
⊥
ハ
・
六
。
篠
原
一
「
政
権
交
代
こ
そ
最
大
の
政
治
改
革
」
『
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
　
一
九
八
九
・
七
・
三
。
山
口
二
郎
「
政
権
交
代
で
何
を
変
え
る
の
か
」

『
世
界
』
　
一
九
九
〇
・
三
。

毎
日
新
聞
（
一
九
九
〇
・
一
・
二
六
）
の
「
政
党
支
持
率
本
杜
世
論
調
査
」
。
ま
た
、

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
自
民
党
の
支
持
率
は
四
三
％
に
、
杜
会
党
の
そ
れ
は
一
九
％
と
、

自
民
党
の
復
調
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
各
紙
の
調
査
で
も
同
様
な
結
果
が

表
れ
て
い
る
。

山
陰
中
央
新
報
（
一
九
九
〇
・
二
・
一
四
）
の
「
総
選
挙
本
杜
世
論
調
査
分
析
」
に
よ

る
と
、
選
挙
へ
の
「
有
権
者
の
関
心
は
前
回
一
昭
和
六
一
年
の
衆
参
同
目
選
）
よ
り
か

な
り
高
く
、
”
消
費
税
の
風
。
が
吹
き
荒
れ
た
昨
年
の
参
院
選
よ
り
も
高
く
、
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
る
」
。
関
心
度
は
前
回
よ
り
二
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
、
昨
年
の
参
院
選

よ
り
一
・
四
ポ
イ
ソ
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。

日
経
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
　
二
〇
一
「
衆
院
選
得
票
分
析
」
。

山
陰
中
央
新
報
二
九
九
〇

山
陰
中
央
新
報
（
一
九
九
〇

読
売
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二

山
陰
中
央
新
報
（
一
九
九
〇

二
・
二
〇
）
「
記
者
座
談
会
」
。

二
・
二
〇
）
「
杜
説
」
。

二
〇
）
「
新
し
い
政
治
潮
流
」

二
・
二
〇
）
「
杜
説
」
。

な
ど
多
数
◎

小
林
良
彰
「
不
毛
の
選
択
を
強
い
ら
れ
た
有
権
者
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
九
〇
・



54

（
3
1
）

34 33 32

　
　
　
　
政
治
参
加
と
投
票
行
動
（
中
川
）

三
・
二
二
。
「
総
選
挙
で
国
民
は
何
を
選
択
し
た
の
か
」
『
中
央
公
論
』
一
九
九
〇
・
四
。

山
口
二
郎
「
『
時
代
』
と
ず
れ
た
政
治
業
界
の
体
質
」
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
九
〇

・
三
・
二
〇
な
ど
多
数
。

山
口
　
同
上
。
広
瀬
道
貞
「
自
民
党
は
『
政
権
疲
労
』
か
ら
脱
出
で
き
る
か
」
『
世
界
』

一
九
九
〇
・
三
。
そ
の
他
、
『
朝
目
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九
九
〇
・
三
・
二
の
「
総
選
挙

　
自
民
大
勝
！
」
な
ど
多
数
。

山
口
　
前
掲
論
文
　
一
八
頁
。

「
〈
対
談
V
　
政
局
は
安
定
し
な
い
」
『
世
界
』
一
九
九
〇
・
四
、

目
経
新
聞
（
一
九
九
〇
・
二
・
二
〇
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杜
会
科
研
究
室
、
一
九
九
〇
年
四
月
二
〇
旦


